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祝
★

成
人

　 1月13日、新成人の門出を祝う松本市成人式が開催されました。
会場の総合体育館では、美しい着物やスーツを身にまとった新成人
が、旧友との再会と人生の門出を共に称え、喜び合っていました。
松本市では今年度、2,328人（男性1,150人、女性1,178人）の新成
人が大人への一歩を踏み出します。
※裏表紙に、成人式実行委員へのインタビューを掲載しています。

平成31年 松本市成人式
今月の

表紙
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●問い合わせ　地域づくり課（東庁舎 ４階　☎3４－3280 ｆ3４－0４00）

お手伝いしています！

地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ

戦
略
事
業
と
は

　

地
域
づ
く
り
へ
の
若
者
の
参
加

に
よ
る
活
性
化
と
人
材
育
成
を
目

的
に
、
松
本
大
学
と
の
協
働
に
よ

り
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

松
本
大
学
の
卒
業
生
が
、
松
本

大
学
地
域
総
合
研
究
セ
ン
タ
ー
の

特
別
調
査
研
究
員
と
し
て
、
１
期

３
年
、
大
学
で
の
専
門
教
育
を
受

け
な
が
ら
、
地
域
で
活
動
し
て
い

ま
す
。

　

今
年
度
か
ら
４
期
生
と
し
て
、

中
心
市
街
地
（
第
一
・
第
二
・
第

三
・
中
央
・
城
北
）・
波
田
地
区

で
活
動
し
て
い
る
３
人
の
イ
ン
タ

ー
ン
生
の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。

地域づくりが若い力 を

※
こ
の
事
業
は
、
長
野
県
の
「
地

域
発　

元
気
づ
く
り
支
援
金
」

を
活
用
し
て
い
ま
す
。

　　

若い力が地域づくりを
　お手伝いしています！� 2

地域づくりを応援します� ４

市議会12月定例会　他� ５

平成30年度市政報告会� ６

松本市消防団員募集� 8

シェイクアウト訓練� ９

市民税等の申告受け付け� 10

ごみ減量の取り組み� 12

コラムのページ� 1４

情報チャンネル� 1６

博物館イベント情報� 30

3月の相談日� 31

生きがいの仕組みづくり� 32

―　も　く　じ　―

飯田市出身。23 歳。
平成 30 年 3月松本大学総合経営学
科観光ホスピタリティ学科卒業。
中央地区地域づくりセンター勤務。

中心市街地担当 正木  輝 さん
ひかる

　私は中心市街地で、複数地区を担
当し、地区を越えた地域連携を生み
出すことを目標に活動しています。
　新たな連携を目的とした活動として、松本神社境内で「付近に買
い物環境がない」という課題を抱えた ４町会が主体となって開催し

ている「松本神社ようこく朝市」に関わっています。私は活
動の周知と運営のサポート、購入
の運搬係として関わっています。
複数地区を担当しているの
で、さまざまな方面から地
区を越えた交流や活動が行え
ればと考えています。
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中心市街地担当

丸山  隼

　中心市街地を担当し、着地型観光を活用
した地域づくりを目指しています。
　今年度は、観光をやる上で必要な「つなが
りづくり」を目的として活動を行いました。
　その一つとして、中央地区の上土商店街で
行われている、買い物支援に関わってきま

した。
　これは、入山辺の農家さんたちが上土商
店街で野菜などを販売するとともに地域住
民と交流することを目的としています。
　来年度は、地域資源を探し着地型観光に
結び付けたいと考えています。

地
域
づ
く
り
ヤ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー

　

平
成
29
年
度
に
、「
松
本
市
地

域
づ
く
り
ヤ
ン
グ
マ
イ
ス
タ
ー
認

定
制
度
」
を
創
設
し
ま
し
た
。

　

松
本
市
地
域
づ
く
り
イ
ン
タ
ー

ン
シ
ッ
プ
戦
略
事
業
の
イ
ン
タ
ー

ン
と
市
内
在
住
の
20
～
39
歳
の
方

で
、
地
区
ま
た
は
町
会

役
員
等
を
３
年
以

上
行
い
、
地
域
づ

く
り
に
携
わ
っ
て
い
る
方

（
地
域
か
ら
の
推
薦
に

よ
る
）
が
対
象
で
す
。

　

本
年
度
は
、
地
域

か
ら
の
推
薦
に
よ
る

活
動
者
３
人
を
初
め
て

認
定
、
イ
ン
タ
ー
ン

２
人
と
合
わ
せ
、
計

５
人
を
認
定
し
ま
し
た
。

新潟県新潟市出身。2４歳。
平成30年 3 月松本大学総合
経営学科観光ホスピタリティ
学科卒業。
地域づくり課勤務。

波田地区担当

奥原  芳紀
松本市出身。30歳。
平成23年 3 月松本大
学総合経営学科観光
ホスピタリティ学科
卒業。前職は社会福
祉施設職員。
波田地区地域づくり
センター勤務。

豊かな自然と歴史に
包まれた、波田地区を
担当しています。配属
になり約 １年が経過し
ます。昨年は地区の中
へ出かけ、波田を知る

ことを主な目的として活動してきました。
　その中で、各町会で活動するデイホームボランティア
や、地域づくりに熱心なまちづくり協議会、新たな事業
を企画する商工会の方々など多
くの出会いに恵まれ、波田の魅力
をたくさん学ぶことができました。
　この貴重な機会を、次年度以
降の活動に生かしていきたいと
思います。

認
定
者
（
敬
称
略
）

【�

イ
ン
タ
ー
ン
】

　

一
色　

美
月
（
新
村
地
区
）

　

伊
藤
実
沙
子
（
芳
川
地
区
）

【
地
域
推
薦
】

　

朝
倉　

茜　
（
入
山
辺
地
区
）

　

羽
山　

久
美
（
入
山
辺
地
区
）

　

栁
澤　

和
也
（
本
郷
地
区
）

さん

さん
しゅん

よしのり
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宝くじの助成金で公民館の備品等を整備しました

地
域
活
動
助
成
事
業

　

公
益
財
団
法
人
長
野
県
市
町
村

振
興
協
会
で
は
、
市
町
村
振
興
宝

く
じ
（
サ
マ
ー
ジ
ャ
ン
ボ
）
の
収

益
金
を
財
源
に
、「
地
域
活
動
助

成
事
業
」
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
事
業
は
、
宝
く
じ
の
普
及

広
報
を
行
う
こ
と
や
、
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
健
全
な
発
展
を
図
る
こ
と

を
目
的
に
、
自
治
会
等
の
コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
活
動
に
必
要
な
設
備
の
整

備
に
助
成
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
度
、
下
表
の
と
お
り
、
宝

く
じ
の
助
成
金
で
町
会
の
備
品
等

を
整
備
し
ま
し
た
。
詳
細
は
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

応援します！地域づくり を

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業

　

一
般
財
団
法
人
自
治
総
合
セ
ン

タ
ー
は
、
集
会
施
設
や
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
に
必
要
な
備
品
の
整
備
、

安
全
な
地
域
づ
く
り
、
活
力
あ
る

ま
ち
づ
く
り
等
に
対
し
て
助
成
を

行
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
は
、
宝
く
じ
社
会
貢
献
広

報
事
業
と
し
て
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
活
動
の
充
実
強
化
を
図
る
こ

と
に
よ
り
、
地
域
社
会
の
健
全
な

発
展
と
住
民
福
祉
の
向
上
に
寄
与

す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
す
。

●問い合わせ　地域づくり課（東庁舎 ４階　☎3４－3280 ｆ3４－0４00）
　　　　　　　危機管理課 （本庁舎別棟 1階　☎33－９11９ ｆ33－1011）
　　　　　　　生涯学習課・中央公民館（☎32－1132 ｆ37－11５3）

平成 30 年度　コミュニティ助成事業・地域活動助成事業一覧

①水汲公民館　②公民館の備品（テーブル、イス）
③公民館の備品（掲示板）　④除雪機

①

② ③ ④

⑤ ⑥

⑦
⑤自主防災組織の備品（テント）
⑥災害救助用工具　⑦防災倉庫

【コミュニティ助成事業】
区分 町会 実施内容

一般コミュニティ助成事業 今井南耕地町会 公民館の備品等を整備（テーブル、イス、掲示板、除雪機）

地域防災組織育成助成事業 棚峯町会自主防災会 自主防災組織の備品を整備（物置、テント、テーブル、イス等）

コミュニティセンター助成事業 水汲町会 町内公民館の改築（水汲公民館改築事業）

【地域活動助成事業】

区分 町会 実施内容

一般コミュニティ助成事業

惣社区会 公民館の備品を整備（テーブル、イス、台車、テレビ、冷蔵庫）

北中町会 公民館の備品を整備（テーブル、イス、台車、音響機器）

浅間温泉第三町会 お祭り用品の整備（和太鼓、台）

地域防災組織育成助成事業
北々条町会自主防災会 自主防災組織の備品を整備（物置、テント等）

兎川寺町会防災会 自主防災組織の備品を整備（発電機、投光機、投光機用三脚）
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市
議
会
12
月
定
例
会
か
ら

　
市
議
会
12
月
定
例
会
が
、
30
年
12
月
３
日
か
ら
12
月
20
日
ま
で
の
18
日
間
に
わ
た
っ
て
開
か
れ
ま

し
た
。
こ
の
議
会
で
は
、
市
長
提
案
30
件
、
議
員
提
案
１
件
の
計
31
件
に
つ
い
て
審
議
さ
れ
ま
し
た
。

内
容
は
、
条
例
４
件
、
予
算
２
件
、
契
約
１
件
、
財
産
３
件
、
道
路
１
件
、
そ
の
他
1６
件
、
意
見
書

１
件
（
議
員
提
案
）、
人
事
３
件
で
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
ま
た
は
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

　市議会 2月定例会が下記の日程で開催さ
れる予定です。ぜひ傍聴においでください。
日程は変更になる場合もあります。

市議会２月定例会のお知らせ（予定）

　
条
　
例

　

　

施
設
の
老
朽
化
に
伴
う
も
の
、

国
家
公
務
員
の
給
与
改
定
に
準
じ

た
特
別
職
お
よ
び
市
議
会
議
員
の

期
末
手
当
の
支
給
率
の
引
き
上
げ

に
伴
う
も
の
等
の
一
部
改
正
４
件

を
行
い
ま
し
た
。

　
予
　
算

　

国
の
補
正
予
算
に
伴
う
政
策
的

経
費
の
う
ち
、
緊
急
に
補
正
措
置

が
必
要
な
経
費
等
を
中
心
に
計
上

し
ま
し
た
。
補
正
規
模
は
、
一
般

会
計
で
５
億
３
１
３
９
万
円
の
追

加
、
企
業
会
計
で
４
億
４
２
８
０

万
円
の
追
加
で
、
補
正
後
の
全
会

計
の
予
算
規
模
は
、
１
６
８
５
億

５
１
５
３
万
円
、
前
年
同
期
比
で

は
3.8
パ
ー
セ
ン
ト
の
減
と
な
り
ま

し
た
。

事
故
の
医
療
費
相
当
額
を
求
め
る

訴
え
の
提
起
お
よ
び
松
本
市
立
病

院
に
お
け
る
医
療
事
故
に
関
す
る

和
解
を
行
い
ま
し
た
。

　
意
見
書

　

次
の
意
見
書
が
国
会
お
よ
び
関

係
行
政
庁
に
提
出
さ
れ
ま
し
た
。

・�

司
法
試
験
合
格
者
数
の
見
直
し

に
関
す
る
意
見
書

　
人
　
事

　

教
育
委
員
会
委
員
と
し
て
、
新

た
に
橋
本
要
人
氏
（
県
）
を
任
命

す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
公
平
委
員
会
委
員
と
し
て

新
た
に
田
中
春
男
氏
（
石
芝
）
を
、

固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

と
し
て
新
た
に
小
沢
水
貴
生
氏

（
笹
部
）
を
選
任
す
る
こ
と
に
同

意
さ
れ
ま
し
た
。

　
契
　
約

　

平
成
30
年
度
（
仮
称
）
松
本
市

災
害
時
支
援
物
資
集
積
拠
点
造
成

工
事
の
請
負
契
約
の
締
結
を
行
い

ま
し
た
。

　
財
　
産

　

松
本
都
市
計
画
道
路
３
・
２
・

１2
号
内
環
状
北
線
整
備
事
業
用
地
、

松
本
城
南
・
西
外
堀
復
元
事
業
用

地
お
よ
び
松
本
市
美
術
館
美
術
資

料
を
取
得
し
ま
し
た
。

　
道
　
路

　

６
路
線
を
市
道
と
し
て
認
定
し

ま
し
た
。

　
そ
の
他

　

字
の
廃
止
、
公
の
施
設
の
指
定

管
理
者
の
指
定
（
１3
件
）、
交
通

特殊詐欺被害防止用機器の 
� 貸出対象を拡大します

　特殊詐欺の被害者は高齢の方が多く、被害のきっかけは電話
です。固定電話に取り付ける被害防止用機器の貸出対象に、2
月 １日から留守電機能付き電話機使用者も加えます。
●対象　市内居住の65歳以上のみで構成される
世帯の住民　※ダイヤル式電話には取り付け
不可

●貸出台数　１60台
●機器の機能　警告メッセージ「この電話は
録音されています」、自動録音（約60時間）

●貸出料　無料　※新たに電源コンセント等
を設置する場合の費用や、故障したときの修理代は対象者
の負担。

●申し込み・問い合わせ　本人または家族が消防防災課（本庁
舎別棟 １階　☎33－１１9１）、または松本警察署生活安全第一
課（☎25－0１１0）へ申込書（要押印）を提出してください。

●問い合わせ　議会事務局
　（東庁舎3階　☎3４－32１0 ｆ3４－98１１）

月日 時間 内容 会場

2月20日㈬ 午後 1時～ 議会開会市長の提案説明等
議場
（東庁舎 3階）

21日㈭ 午前10時～
午後 ５時頃 当初予算説明会

議員協議会室
（東庁舎 3階）22日㈮

2５日㈪

2６日㈫ 午後 ５時1５分まで
請願・陳情提出期
限

議会事務局へ
（東庁舎 3階）

3月 ４日㈪ 午前10時～
午後 ５時頃

本会議
一般質問

議場
（東庁舎 3階）５日㈫

６日㈬
7日㈭

午前10時～ 委員会審査等
委員会室、
議員協議会室
（東庁舎3・４ 階）

8日㈮
11日㈪
12日㈫
13日㈬
1４日㈭

1５日㈮ 午後 2時～
本会議
委員長審査報告、
質疑、討論、採決、
閉会

議場
（東庁舎 3階）



　
平
成
30
年
11
月
15
日
に
、
勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
市
政
報
告
会
を
開
催
し
ま
し
た
。

　
菅
谷
市
長
が
、「
生
き
が
い
創
出
」
の
都
市
戦
略
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
取
り
組
み
や
デ
ー

タ
を
交
え
、
自
身
の
思
い
を
語
り
ま
し
た
。（
以
下
、
要
旨
）

ー
私
が
目
指
す
「
松
本
の
ま
ち
づ
く
り
」
ー

健
康
寿
命
延
伸
の
最
終
目
標

　
　
「
生
き
が
い
創
出
」
の
都
市
戦
略

目
指
す
ま
ち
づ
く
り

　

私
は
、
市
長
就
任
時
に
最
初
に

す
べ
き
こ
と
は
、「
市
民
の
皆
さ

ん
に
い
か
に
安
心
・
安
全
で
、
魅

力
的
な
生
活
の
場
を
創
造
す
る

か
」
で
あ
る
と
考
え
、
経
済
至
上

主
義
社
会
で
な
く
、
住
民
主
体
型

の
成
熟
社
会
の
実
現
に
向
け
て
、

多
く
の
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解

と
ご
協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、

松
本
の
ま
ち
づ
く
り
に
努
め
て
ま

い
り
ま
し
た
。

　

平
成
16
年
の
就
任
１
期
目
に
、

第
１
段
階
と
し
て
「
命
」
を
キ
ー

ワ
ー
ド
に
、「
健
康
づ
く
り
」「
子

育
て
支
援
」「
危
機
管
理
」
を
「
３

Ｋ
施
策
」
と
名
付
け
て
重
点
的
に

取
り
組
み
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
平
成
20
年
の
２
期
目

か
ら
は
、
第
２
段
階
と
し
て
、
こ

れ
を
充
実
、
強
化
す
る
と
と
も
に

時
代
を
先
取
り
す
る
新
た
な
都
市

モ
デ
ル
と
し
て
「
健
康
寿
命
延
伸

都
市
・
松
本
の
創
造
」
を
掲
げ
、

あ
ら
ゆ
る
分
野
の
健
康
を
目
指
し
、

総
合
的
な
ま
ち
づ
く
り
を
進
め
て

き
ま
し
た
。

　

こ
れ
と
並
行
し
て
、
私
が
い
つ

も
考
え
て
い
た
の
は
、「
健
康
寿

命
延
伸
の
そ
の
先
に
何
が
あ
る
の

か
」
と
い
う
こ
と
で
、
最
終
的
に

人
間
に
は
生
き
が
い
が
必
要
で
あ

り
、
行
政
と
し
て
も
生
き
が
い
の

仕
組
み
づ
く
り
を
考
え
て
い
こ
う

と
思
い
ま
し
た
。「
生
き
が
い
を

実
感
す
る
手
段
や
場
が
得
ら
れ
る

と
と
も
に
、
将
来
に
わ
た
っ
て
持

ち
続
け
ら
れ
る
ま
ち
」「
生
き
方

を
押
し
付
け
ら
れ
る
こ
と
な
く
、

自
己
主
体
的
に
生
き
が
い
を
見
つ

け
る
こ
と
が
で
き
る
ま
ち
」、
そ

う
い
う
行
政
運
営
を
し
て
い
か
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
考
え
、

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

こ
れ
ま
で
の
主
な
取
り
組
み

❶ 

健
康
と
き
ず
な
づ
く
り

　

私
は
、
特
に
「
向
こ
う
三
軒
両

隣
」
的
な
連
携
の
構
築
が
必
要
と

考
え
、
本
市
が
も
と
も
と
進
め
て

き
た
地
域
づ
く
り
と
健
康
づ
く
り

を
生
か
し
、
35
地
区
に
地
域
ケ
ア

会
議
を
構
築
し
な
が
ら
、
住
み
慣

れ
た
地
域
で
安
心
し
て
医
療
・
介

護
を
受
け
ら
れ
る
体
制
の
整
備
を

進
め
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
市
民

歩
こ
う
運
動
」
の
推
進
で
は
、
35

地
区
す
べ
て
に
ウ
オ
ー
キ
ン
グ
マ

ッ
プ
を
作
っ
て
も
ら
い
、
健
康
増

進
や
地
域
の
魅
力
の
再
発
見
に
役

立
て
て
も
ら
っ
て
い
ま
す
。

❷ 

次
世
代
を
育
む
ま
ち
づ
く
り

　

本
市
で
は
、
妊
娠
・
出
産
・
子

育
て
期
ま
で
切
れ
目
の
な
い
支
援

を
行
っ
て
い
ま
す
。
不
妊
症
・
不

育
症
の
治
療
費
助
成
、
松
本
地
域

出
産
子
育
て
安
心
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
、

産
後
の
ケ
ア
事
業
、
予
防
接
種
、

健
診
を
は
じ
め
、
保
育
園
入
園
後

や
就
学
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
事
業
を

実
施
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
キ

ッ
ズ
＆
ユ
ー
ス
デ
モ
ク
ラ
シ
ー
」

と
し
て
、
子
ど
も
や
若
者
を
対
象

と
し
た
事
業
を
未
来
へ
の
投
資
と

位
置
づ
け
、
重
点
的
に
展
開
し
て

い
ま
す
。

❸ 

経
済
の
好
循
環

　
「
松
本
ヘ
ル
ス
バ
レ
ー
構
想
」

と
は
、
日
頃
か
ら
健
康
に
高
い
意

識
を
持
ち
、
健
康
づ
く
り
を
実
践

し
て
い
る
市
民
の
皆
さ
ん
の
協

力
・
支
援
を
得
て
、健
康
・
医
療
・

福
祉
関
連
の
企
業
が
製
品
や
サ
ー

ビ
ス
を
作
り
、
こ
の
連
携
が
地
域

経
済
の
発
展
を
促
し
、
雇
用
の
場

が
生
ま
れ
、
商
品
化
さ
れ
た
製
品

等
を
活
用
す
る
こ
と
で
さ
ら
に
市

民
の
皆
さ
ん
の
健
康
増
進
に
つ
な

が
る
と
い
う
も
の
で
す
。
こ
の
実

現
に
向
け
、「
松
本
ヘ
ル
ス・ラ
ボ
」

を
立
ち
上
げ
、
市
民
の
皆
さ
ん
の

健
康
増
進
と
ヘ
ル
ス
ケ
ア
産
業
の

創
出・育
成
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

平成30年度
市政報告会から
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❹ 
将
来
世
代
の
た
め
の

　
　
　
　
　
　
　
ハ
ー
ド
整
備

　

将
来
に
向
け
た
投
資
と
し
て
、

基
幹
博
物
館
、
市
立
病
院
、
市
役

所
新
庁
舎
の
三
つ
の
建
設
事
業
や
、

基
幹
道
路
の
整
備
等
を
進
め
て
い

ま
す
。
三
大
公
共
施
設
の
整
備
は
、

年
々
老
朽
化
す
る
中
、
安
全
・
安

心
の
確
保
、
機
能
の
拡
充
・
強
化

を
図
る
た
め
、
市
債
が
減
少
し
、

基
金
残
高
が
増
え
て
財
政
状
況
が

良
好
な
今
こ
そ
、
着
手
が
必
要
と

考
え
、
多
様
な
基
金
の
活
用
に
よ

り
市
民
の
皆
さ
ん
の
生
活
に
支
障

を
来
さ
な
い
よ
う
慎
重
に
整
備
計

画
を
進
め
て
ま
い
り
ま
す
。

松
本
市
の
客
観
的
な
デ
ー
タ

❶
人
口
減
少

　

日
本
の
基
礎
自
治
体
に
と
っ
て

人
口
減
少
は
、
非
常
に
大
き
な
問

題
で
す
。
２
０
１
８
年
３
月
公
表

の
将
来
推
計
人
口
は
、
松
本
市
で

は
２
０
１
５
年
を
１
０
０
と
し
た

と
こ
ろ
、
30
年
後
の
２
０
４
５
年

に
は
88
・
4
に
減
っ
て
い
ま
す
。

県
内
19
市
中
、
一
番
低
い
減
少
率

で
し
た
が
、
今
後
は
減
っ
て
い
く

な
り
に
ど
う
対
処
す
る
の
か
と
い

う
こ
と
を
、
私
た
ち
も
含
め
そ
れ

ぞ
れ
の
基
礎
自
治
体
は
考
え
て
い

か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

❷  

大
手
民
間
調
査
分
析
機
関
の 

 

調
査

　

２
０
１
７
年
の
野
村
総
合
研
究

所
の
全
国
主
要
都
市
1
０
０
都
市

の
成
長
可
能
性
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お

い
て
、
松
本
市
は
総
合
で
８
位
、

都
市
の
潜
在
能
力
（
伸
び
し
ろ
）

で
６
位
と
全
国
の
中
で
も
松
本
の

ま
ち
は
高
い
評
価
を
い
た
だ
い
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
２
０
１
８
年
10
月
に
都

市
戦
略
研
究
所
が
公
表
し
た
主
要

72
都
市
の
「
都
市
特
性
評
価
」
で

も
、
政
令
指
定
都
市
が
多
く
連
な

る
中
、
松
本
市
は
都
市
力
で
13
位

と
、
地
方
都
市
で
は
ト
ッ
プ
ク
ラ

ス
に
入
り
ま
し
た
。
分
野
別
分
析

の
う
ち
、「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
」

で
松
本
市
は
12
位
、「
生
活
・
居

住
」「
環
境
」
は
２
位
で
し
た
。

　

こ
う
し
て
２
年
に
わ
た
り
高
い

評
価
が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、

大
変
あ
り
が
た
く
受
け
止
め
て
い

ま
す
が
、
こ
れ
に
甘
ん
ず
る
こ
と

な
く
、
さ
ら
に
「
い
い
ま
ち
」
を

つ
く
る
た
め
に
や
っ
て
い
か
な
け

れ
ば
と
思
っ
て
い
ま
す
。

❸ 

健
康
と
く
ら
し
の
全
国
調
査

　

日
本
老
年
学
的
評
価
研
究
機
構

が
行
っ
た
、
39
市
町
村
の
要
介
護

１
か
ら
５
に
該
当
し
な
い
65
歳
以

上
の
市
民
７
０
０
０
人
対
象
の
調

査
で
は
、
松
本
市
は
「
学
習
・
教

養
サ
ー
ク
ル
に
月
１
回
以
上
参
加

す
る
割
合
」
が
１
位
で
、「
特
技

や
経
験
を
他
者
に
伝
え
る
活
動
に

月
１
回
以
上
参
加
す
る
割
合
」
も

４
位
で
し
た
。
松
本
の
市
民
の
皆

さ
ん
は
社
会
参
加
が
大
変
盛
ん
で
、

こ
れ
が
健
康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な

が
っ
て
く
る
わ
け
で
す
。

❹ 
市
民
満
足
度
調
査

　

平
成
28
年
度
は
「
20
歳
以
上
80

歳
未
満
の
全
世
代
」、
平
成
29
年

度
は
「
18
歳
以
上
40
歳
未
満
の
若

者
、
子
育
て
世
代
」
を
対
象
に
、

市
民
満
足
度
調
査
を
行
い
ま
し
た
。

暮
ら
し
の
満
足
度
は
い
ず
れ
も
80

パ
ー
セ
ン
ト
以
上
で
、
ま
あ
満
足

だ
と
い
う
こ
と
で
し
た
。
定
住
意

向
は
若
者
、
子
育
て
世
代
は
59
・

5
パ
ー
セ
ン
ト
で
し
た
が
、
学
生

や
転
勤
で
戻
る
方
も
あ
り
、
少
し

低
く
な
る
の
は
当
た
り
前
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。
意
外
だ
っ
た
の
は
、

若
い
世
代
で
も
生
き
が
い
を
感
じ

て
い
る
人
の
割
合
が
76
・
5
パ
ー

セ
ン
ト
と
、
全
世
代
と
あ
ま
り
遜

色
が
な
く
、
そ
う
い
う
意
味
で
言

え
ば
、
こ
の
松
本
の
ま
ち
で
生
活

し
て
い
る
中
で
、
皆
さ
ん
そ
れ
な

り
に
生
き
が
い
を
感
じ
て
い
る
と

い
う
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
。

❺  

松
本
市
の
健
康
寿
命

　

当
然
、
男
女
差
は
あ
り
ま
す
が
、

い
ず
れ
も
波
は
打
ち
な
が
ら
も
ゆ

っ
く
り
徐
々
に
健
康
寿
命
が
延
び

て
き
て
い
ま
す
。
こ
う
い
う
結
果

が
出
て
い
る
と
い
う
こ
と
は
、
大

変
あ
り
が
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

む
す
び

　

今
、
ま
さ
に
人
生
１
０
０
年
時

代
に
向
か
い
、
今
後
、
日
本
だ
け

で
な
く
、
世
界
的
に
も
、
生
き
方

が
問
わ
れ
る
時
代
が
一
層
進
展
し

て
い
く
も
の
と
私
は
考
え
て
い
ま

す
。

　

松
本
の
進
む
方
向
と
し
て
、
健

康
寿
命
の
最
終
命
題
「
生
き
が
い

の
創
出
」
を
都
市
戦
略
と
し
て
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
、
進
め
て
い

か
な
け
れ
ば
い
け
な
い
と
思
い
ま

す
。
市
民
一
人
一
人
が
意
欲
的
に

自
分
磨
き
に
励
み
、
自
ら
の
潜
在

能
力
を
花
開
か
せ
る
。
そ
れ
が
最

終
的
に
は
「
生
き
る
こ
と
の
喜
び

を
実
感
で
き
る
、
暮
ら
せ
ば
生
き

が
い
を
実
感
で
き
る
ま
ち
」、
そ

う
い
う
松
本
の
ユ
ー
ト
ピ
ア
（
桃

源
郷
）
の
構
築
に
し
っ
か
り
取
り

組
ん
で
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い

と
思
っ
て
い
ま
す
。

松本市の健康寿命
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ま
ち
を
守
る
、
絆
の
ち
か
ら

◆
消
防
団
と
は

　

普
段
は
自
分
の
仕
事
を
持
ち
な

が
ら
、
災
害
時
に
は
、
い
ち
早
く

現
場
に
駆
け
付
け
、
そ
の
対
応
に

あ
た
り
ま
す
。

　

平
常
時
に
は
、
地
域
の
防
災
リ

ー
ダ
ー
と
し
て
地
域
に
密
着
し
、

住
民
の
安
全
安
心
の
た
め
、
防
火

防
災
意
識
の
普
及
啓
発
に
努
め
て

い
ま
す
。

　

全
国
に
は
、

２
２
０
９
団
、

約
85
万
人
（
う

ち
女
性
約
２
万

５
０
０
０
人
）

の
消
防
団
員
が

い
ま
す
。

　

松
本
市
消
防

団
で
は
、
２
０

●
問
い
合
わ
せ
　
消
防
防
災
課
（
本
庁
舎
別
棟
１
階
　
☎
33－

１
１
９
１
　
ｆ
33－

１
０
１
１
）

　
松
本
市
消
防
団
で
は
、
一
緒
に
活
動
を
す
る
意
欲
の
あ
る
方
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
あ
な
た
の
ま
ち
を
、
あ
な
た
の
力
で
守
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

松
本
市
消
防
団
員
募
集
中
！

２
３
人
（
う
ち
女
性
88
人
）
の
団

員
が
、
地
域
を
守
る
た
め
、
日
々

活
動
し
て
い
ま
す
（
平
成
31
年
１

月
１
日
現
在
）。

◆
入
団
資
格
と
処
遇
は

　
松
本
市
在
住
、
ま
た
は
松
本

市
に
勤
務
し
て
い
る
18
歳
以
上
の

健
康
な
方
で
あ
れ
ば
、
性
別
は
問

い
ま
せ
ん
。
学
生
の
方
も
入
団
で

き
ま
す
。

　

活
動
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
で
す
が
、

そ
の
身
分
は
、
非
常
勤
特
別
職
の

地
方
公
務
員
と
な
り
ま
す
。

　

公
務
に
よ
る
死
傷
、
病
気
は
公

務
災
害
補
償
の
対
象
と
な
り
、
一

定
の
期
間
勤
め
た
場
合
は
、
退
職

時
に
退
職
報
奨
金
が
支
給
さ
れ
ま

1 月　消防出初式
　　　各地区祭典の火気警戒
3月　春の火災予防運動広報
　　　地区別分団合同訓練
４月　辞令交付式
　　　新任・幹部訓練
６月　消防ポンプ操法大会
９月　各地区祭典の火気警戒
11月　消防団総合訓練
　　　地区別分団合同訓練
　　　秋の火災予防運動広報
12月　歳末警戒（防火・防犯）

松本市消防団の
主な年間行事

す
。
ま
た
、
消
防
団
員
の
み
加
入

で
き
る
個
人
年
金
も
あ
り
ま
す
。

◆
入
団
の
申
し
込
み
は

　

消
防
防
災
課
、
ま
た
は
お
近
く

の
消
防
団
員
に
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

◀昨年行われた消防ポンプ
　操法大会の様子

　 1 月 5 日、松本市消防団出初式が
行われました。39個分団の団員約
800人と、松本広域消防局を含めた
消防車両26台が中心市街地を分列行
進しました。行進に続いて、キッセ
イ文化ホールで式典が開かれ、団員
への表彰などが行われました。
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【
参
加
登
録
】

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

　

市
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
か
ら
、
登

録
し
て
く
だ
さ

い
。

②
フ
ァ
ク
ス
・
郵
送

　

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
参
加
登

録
用
紙
を
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
し
、
必

要
事
項
を
記
入
の
上
、
危
機
管
理

課（
〒
３
９
０－

８
６
２
０　

丸
の

内
３－

７　

ｆ
33－

１
０
１
１
）
へ

●
問
い
合
わ
せ
　
危
機
管
理
課
（
本
庁
舎
別
棟
１
階
　
☎
33－

９
１
１
９

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　 

ｆ
33－
１
０
１
１
）

 

シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト
訓
練
と
は

　

ア
メ
リ
カ
で
考
案
さ
れ
た
地
震

～
自
主
参
加
型
一
斉
防
災
訓
練
～

①その場でしゃがみ
姿勢を低くする

同報系防災行政無線 とは

　
市
で
は
、
東
日
本
大
震
災
や
熊
本
地
震
を
教
訓
に
、
地
震
発
災
時
に

お
け
る
自
ら
の
身
の
安
全
確
保
行
動
を
身
に
つ
け
る
た
め
一
斉
防
災
訓

練
を
実
施
し
ま
す
。
地
震
に
備
え
、
ぜ
ひ
訓
練
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

対
策
の
防
災
訓
練
で
す
。

　

地
震
発
災
時
に
、
い
つ
、
ど
こ

に
い
て
も
身
の
安
全
を
確
保
す
る

よ
う
自
ら
判
断
し
て
動
く
こ
と
を

目
的
と
し
て
い
ま
す
。

　

訓
練
開
始
の
合
図
に
よ
り
、
家

庭
や
職
場
な
ど
、
そ
の
場
所
で
身

を
守
る
３
つ
の
安
全
行
動
を
と
る

非
常
に
シ
ン
プ
ル
な
訓
練
で
す
。

　
事
前
に
参
加
登
録
を

　

３
月
８
日
㈮
午
後
５
時
ま
で
、

事
前
参
加
登
録
を
受
け
付
け
て
い

ま
す
。
ぜ
ひ
登
録
の
上
、
訓
練
に

ご
参
加
く
だ
さ
い
。

　屋外拡声子局（屋外スピーカー）
等を通じて、緊急・災害情報などを市
民の皆さんに伝達する防災設備です。
○放送が流れたら
・地震や大雨など天候に大きな変化

がある場合には、防災行政無線や
テレビ・ラジオの放送に注意して
ください。

・避難する場合は、ご近所で声をか
けあって避難してください。
○放送を聞き逃したら
　テレホンサービス（☎36－8686）
で、内容を確認できます。ご利用く
ださい。

「３
月
11
日
」
シ
ェ
イ
ク
ア
ウ
ト

訓
練
を
行
い
ま
す

松本安心ネット とは
　事前に登録したパソコン、携帯電話等
の電子メールに、災害情報などの緊急情
報をお届けします。 
　登録方法など、詳細は市
ホームページをご確認くだ
さい。

◆
日
時　

３
月
11
日
㈪

　
　
　
　

午
前
９
時

◆
訓
練
場
所　

市
内
全
域
（
自
宅
、

学
校
、
職
場
な
ど
、
訓
練
時
間

に
い
た
そ
の
場
所
で
実
施
）

◆
訓
練
想
定　

市
内
で
震
度
６
弱

の
地
震
が
発
生

◆
訓
練
開
始
の
伝
達
方
法　

　

午
前
９
時
に
同
報
系
防
災
行
政

無
線
（
屋
外
拡
声
ス
ピ
ー
カ
ー

等
）、
松
本
安
心
ネ
ッ
ト
か
ら
訓

練
開
始
を
伝
達
し
ま
す
。

②机の下などに潜
り、頭を守る

③揺れが収まる
まで待つ

シェイクアウト訓練で行う３つの安全行動（基本行動）
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市
民
税
・
県
民
税
・
国
民
健
康
保
険
税
の

　
　
　
　 

申
告
受
け
付
け
が
始
ま
り
ま
す

●
問
い
合
わ
せ
　
市
民
税
課
（
本
庁
舎
２
階
　
☎
34－

３
２
３
２ 

ｆ
36－

９
３
４
５
）

　

申
告
が
必
要
な
方
は　

　

平
成
31
年
１
月
１
日
現
在
で
松

本
市
に
住
所
が
あ
り
、
次
の
い
ず

れ
か
に
該
当
す
る
方

○
営
業
等
・
農
業
・
不
動
産
・
一

時
収
入
等
が
あ
る
方

○
給
与
収
入
が
あ
る
方
（
パ
ー

ト
・
ア
ル
バ
イ
ト
等
を
含
む
）

で
、
給
与
以
外
の
収
入
が
あ
る

方
や
、
２
カ
所
以
上
の
事
業
所

か
ら
給
与
の
支
払
い
を
受
け
て

い
る
方
、
年
の
途
中
で
就
職
・

退
職
し
た
方
で
、
年
末
調
整
を

し
て
い
な
い
方

○
非
課
税
収
入
の
み
の
方
（
失
業

　
申
告
が
必
要
な
方
は
、
期
間
中
に
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。
前
年
度
に
市
民
税
・
県
民
税
の
申
告

を
さ
れ
た
方
に
は
、
あ
ら
か
じ
め
申
告
書
を
お
送
り
し
て
い
ま
す
。
申
告
が
必
要
な
方
は
、
申
告
書

上
部
に
記
載
さ
れ
た
指
定
日
・
会
場
で
申
告
し
て
く
だ
さ
い
。
指
定
日
に
都
合
の
つ
か
な
い
方
は
、

市
役
所
本
庁
舎
に
お
越
し
い
た
だ
く
か
、
郵
送
で
申
告
を
お
願
い
し
ま
す
。

給
付
金
、
児
童
扶
養
手
当
、
遺

族
・
障
害
年
金
な
ど
）

○
収
入
が
な
く
、
誰
の
扶
養
に
も

な
っ
て
い
な
い
方
や
市
外
・
国

外
に
住
所
の
あ
る
方
の
扶
養
に

な
っ
て
い
る
方

○
遺
族
・
障
害
年
金
な
ど
を
除
く

公
的
年
金
収
入
の
み
で
、
扶
養

親
族
等
申
告
書
を
年
金
支
払
者

に
提
出
せ
ず
、
新
た
に
扶
養
控

除
な
ど
を
受
け
る
方

※
税
務
署
へ
確
定
申
告
書
を
提
出

す
る
方
や
、
市
内
に
居
住
す
る

親
族
の
扶
養
に
な
っ
て
い
る
方

は
申
告
不
要
で
す
。

※
同
一
世
帯
内
に
未
申
告
の
方
が

市内各地区の申告受付日程と会場 受付開始：午前 ８ 時30分※ 1

申告時間：午前 ９ 時～午後 3 時（一部地域を除く）

　

申
告
の
際
の
お
願
い

　

申
告
書
、
営
業
等
・
農
業
・
不

動
産
の
収
支
内
訳
書
、
医
療
費
の

明
細
書
、
雑
損
控
除
の
損
失
計
算

書
な
ど
は
事
前
に
ご
記
入
の
上
、

ご
来
場
く
だ
さ
い
。

　

市
役
所
は
、
駐
車
場
と
申
告
会

場
の
混
雑
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
長

時
間
お
待
ち
い
た
だ
く
こ
と
が
予

想
さ
れ
ま
す
の
で
、
時
間
に
余
裕

を
も
っ
て
お
で
か
け
く
だ
さ
い
。

い
る
と
、
国
民
健
康
保
険
税
、

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
、
介

護
保
険
料
の
軽
減
が
正
し
く
計

算
さ
れ
な
い
場
合
が
あ
り
ま
す
。

必
要
書
類
の
準
備
は
お
早
め
に

※1　ふれあいパーク乗鞍と奈川文化センター夢の森は、申告開始の30分前から受け付けを行います。
　　　また、本庁以外の申告時間は、正午～午後1時を除きます。
※2　和田地区の申告会場は、出張所大規模改修のため、情報創造館庁舎となります。

地区名 日程（土・日・祝日を除く） 申告会場 地区名 日程（土・日・祝日を除く） 申告会場

本庁管内 2月18日㈪～ 3月15日㈮
午前 9時～午後 3時

市役所本庁舎
（ 3階大会議室）

寿 2月21日㈭・22日㈮ 寿出張所
内　田 3月 4日㈪・ 5日㈫ 内田出張所

島　内
2月 4日㈪・ 5日㈫ 島内出張所 中　山 2月12日㈫・13日㈬ 中山出張所
2月12日㈫
午前 9時～正午

山田公民館
（山田町会のみ） 入山辺 2月14日㈭・15日㈮ 入山辺出張所

島　立 3月12日㈫・13日㈬ 島立出張所 里山辺 3月11日㈪・12日㈫ 里山辺出張所
新　村 2月18日㈪・19日㈫ 新村出張所 岡　田 3月12日㈫・13日㈬ 岡田出張所
和　田 3月 8日㈮・11日㈪ 情報創造館庁舎※2 本　郷 3月 5日㈫・ 6日㈬ 本郷支所
神　林 3月 7日㈭・ 8日㈮ 神林出張所 四　賀 2月13日㈬～15日㈮ 四賀支所

今　井 2月 7日㈭・ 8日㈮ 今井出張所
安　曇

2月 6日㈬
午前11時～午後 3時 ふれあいパーク乗鞍

笹　賀 3月 6日㈬・ 7日㈭ 笹賀出張所 2月12日㈫・13日㈬ 安曇支所

芳　川 2月19日㈫・20日㈬ 芳川出張所 奈　川 2月21日㈭・22日㈮
午前10時～午後 3時

奈川文化センター
夢の森

寿　台 3月 4日㈪・ 5日㈫ 寿台公民館 梓　川 2月25日㈪～ 3月 1日㈮ 梓川支所
松　原 3月 5日㈫ 寿台公民館 波　田 2月 4日㈪～ 8日㈮ 波田支所
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次
の
確
定
申
告
は

松
本
税
務
署
へ

・
青
色
申
告

・
準
確
定
申
告
（
平
成
30
・
31
年 

申告手続きには

マイナンバーの記載
　　　　＋
本人確認書類の提示
　　　　または写しの提出　　　が必要です

　マイナンバーカードをお持ちの方は、マイナンバーカードだけで本人確認
（番号・身元確認）ができます。
　マイナンバーカードをお持ちでない方は、以下の書類が必要です。

　 

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を 

 

お
持
ち
の
方
へ
　

　

平
成
29
年
分
の
確
定
申
告
を
税

務
署
の
確
定
申
告
会
場
で
行
っ
た

方
は
、
あ
わ
せ
て
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
の

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
の
発
行
を
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
こ
の
場

合
も
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
が
で

き
ま
す
。
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
は

お
手
元
の
「
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド

方
式
の
届
出
完
了
通
知
」
で
ご
確

認
く
だ
さ
い
。

※ 

申
告
書
作
成
か
ら
送
信
ま
で
税

務
署
で
行
う
作
業
と
同
様
の

手
順
で
す
。

　
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
と 

　
Ｉ
Ｃ
カ
ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を 

　
お
持
ち
の
方
へ
　

　
「
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
方
式
」

に
よ
る
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
も
引
き
続
き

ご
利
用
い
た
だ
け
ま
す
。

※郵送で提出する場合は、写しの同封が必要です。

　

平
成
31
年
１
月
か
ら
ｅ

－

Ｔ
ａ

ｘ
利
用
手
続
き
が
簡
略
化
さ
れ
、

国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
「
確
定
申

告
書
等
作
成
コ
ー
ナ
ー
」
で
申
告

書
を
作
成
し
、
Ｉ
Ｄ
と
パ
ス
ワ
ー

ド
を
入
力
す
れ
ば
、
ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ

に
よ
る
確
定
申
告
が
で
き
る
よ
う

に
な
り
ま
す
。

　

Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド
を
使
え
ば
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
や
Ｉ
Ｃ
カ

ー
ド
リ
ー
ダ
ラ
イ
タ
を
お
持
ち
で

な
く
て
も
、
自
宅
等
か
ら
パ
ソ
コ

ン
や
ス
マ
ー
ト
フ
ォ
ン
で
簡
単
に

ｅ

－

Ｔ
ａ
ｘ
に
よ
る
申
告
が
で
き

ま
す
。

　
Ｉ
Ｄ
・
パ
ス
ワ
ー
ド 

 

発
行
方
法
　

　

お
近
く
の
税
務
署
で
５
分
程
度

で
発
行
で
き
ま
す
。

◆
持
ち
物

　

運
転
免
許
証
（
写
し
で
も
可
）

な
ど
の
本
人
確
認
書
類

確
定
申
告
に
便
利
な
Ｉ
Ｄ
・

パ
ス
ワ
ー
ド
を
取
得
し
よ
う
！

●
問
い
合
わ
せ
　
松
本
税
務
署

　
　
　
　
　
　
　
（
☎
32－

２
７
９
０　

※
自
動
音
声
案
内
）

○申告書、印鑑
○ 給与・年金等の源泉徴収票、報酬等

の支払調書など
○ 営業等・農業・不動産収入のある方

は収支内訳書

　

中
に
亡
く
な
っ
た
方
の
申
告
）

・
過
年
分
の
申
告
（
平
成
29
年
分

　

以
前
）

・
分
離
課
税
の
申
告
（
土
地
・
建

　

物
の
売
買
、
株
式
の
売
買
等
）

・
損
失
・
繰
越
損
失
の
申
告

・
住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
等
に

　

関
す
る
申
告

・ 

給
与
所
得
者
の
特
定
支
出
控
除

を
受
け
る
申
告

○ 平成30年中に支払った保険料等がわ
かる資料（健康保険料・後期高齢者
医療保険料・介護保険料は支払った
金額のわかるもの、生命保険料・地
震保険料・国民年金保険料は証明書）

申告に必要なもの

＋
身元確認書類

●運転免許証・パスポート・在留カード
●公的医療保険の被保険者証・年金手帳
●児童扶養手当証書・身体障害者手帳
� などのうちいずれか 1つ　

番号確認書類
ご本人のマイナンバーを確認できる書類
●マイナンバー通知カード
●�住民票の写し（マイナンバーの記載が
あるものに限る。）
� などのうちいずれか 1つ　

11　広報まつもと2019年 2 月号



　お持ちのスマホで「ごみ出し」
に関する情報が簡単に検索できま
す。
◆検索
・ごみ、資源物の収集日程表
・ごみ、資源物の出し方・分け方
・ごみ処理辞典
・ごみ処理関連施設
　（地図情報あり）
◆お知らせ
・ごみ出しのお知らせメール

可
燃
ご
み
は
、
「も
っ
た
い
な
い
」
の
心
が
け
と

適
正
な
分
別
で
削
減
が
で
き
ま
す

ご
み
減
量
の
取
り
組
み
に

ご
協
力
く
だ
さ
い

●
問
い
合
わ
せ
　
環
境
業
務
課
（
☎
47－

１
０
９
６
　
ｆ
40－

１
３
３
５
）

　
松
本
市
は
、
無
駄
な
も
の
を
買
わ
な
い
、
繰
り
返
し
使
う
、
資
源
と
し
て
再
利
用
す
る
と
い
う
「
循
環

型
社
会
」
を
推
進
し
、
ご
み
の
減
量
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
市
民
一
人
一
人
が
意
識
す
れ
ば
、
ご
み
削

減
に
つ
な
げ
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　
平
成
29
年
度
の
松
本
市
の
「
総
ご
み

量
」
は
、
８
万
９
７
９
３
ト
ン
で
、
そ
の

内
、「
可
燃
ご
み
」
は
７
万
８
３
９
３
ト

ン
あ
り
87
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て
い
ま
す
。

（
左
上
グ
ラ
フ
）

　「
可
燃
ご
み
」
の
組
成
調
査
（
右
上
グ

ラ
フ
）
で
は
、
食
品
ロ
ス
と
言
わ
れ
る

「
食
べ
残
し
」
や
「
期
限
切
れ
の
食
材
」

が
14
パ
ー
セ
ン
ト
、
本
来
「
資
源
物
」
と

し
て
出
す
「
紙
類
」
や
「
容
器
包
装
プ
ラ

ス
チ
ッ
ク
」
が
17
パ
ー
セ
ン
ト
を
占
め
て

お
り
、
食
品
ロ
ス
の
削
減
と
資
源
物
を
適

正
に
分
別
す
る
こ
と
に
よ
り
「
可
燃
ご

み
」
が
約
３
割
削
減
で
き
る
こ
と
に
な
り

ま
す
。

①Ｒｅｄｕｃｅ　 （リデュース）
②Ｒｅｕｓｅ　　 （リユース）
③Ｒｅｃｙｃｌｅ（リサイクル）

　
※
14
ペ
ー
ジ
の
コ
ラ
ム
に
も
掲
載
し
て
い
ま
す

木くず・葉・草木くず・葉・草

資源物資源物

プラスチックプラスチック

ふとん・ゴム・ふとん・ゴム・

資源物以外資源物以外

の紙などの紙など

39%39%

野菜・果物の皮野菜・果物の皮

魚の骨魚の骨

貝がら貝がら

お茶がらなどお茶がらなど

44%44%
14%14%

10%10%
7%7%

25%25%

生ごみ生ごみ生ごみ

17%

紙類
容器包装

プラスチック

可燃ごみの内訳

食べ残し食べ残し

ごみ分別アプリ　「さんあ～る」

ごみ減量のキーワード

『３Ｒ』 （スリーアール）

食品ロス以外

破砕・埋立ごみ
1,414ｔ
2％

可燃ごみ
78,393ｔ
87％

可燃ごみ
78,393ｔ
87％

ごみ量
89,793ｔ

資源物資源物
9,986ｔ9,986ｔ
11％11％
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リサイクルセンター

再商品化に支障が出ないよう、ルールを守り資源物を出してください。

資源物

種類ごとに分けてしばる 運びやすいように、ま
とめてつぶす 中を洗う。ラベルとキ

ャップは容器包装プ
ラスチックです。

運びやすいように、ま
とめてつぶす

中を洗って、色で分ける 色ごとに細かく砕く

もう一度新しいびんなどになります！

は再商品の原材料としてリサイクルしています

紙　類 ペットボトル

雑びん

水で軽くすすいで、きれ
いになるものを出す

異物を取り除き、運びや
すいように、まとめてつ
ぶす

容器包装
プラスチック

もう一度紙として
さまざまな製品に

なります！

フォークリフトのパレット
などになります！

さまざまな
製品になります！

リサイクルセンター

リサイクルプラザ

汚れがひどいものや
「容器包装プラスチッ
ク」以外のプラスチッ
クです。「可燃ごみ」
に出してください。

・飲料用品
・化粧品のガラスびん

・感熱紙
・合成紙（写真・ポスター等）
・防水加工された紙（紙コッ
プ等）
・箔押しされた紙（金紙・銀
紙）
・アルミ加工された紙（酒パ
ック）
・果物類のクッション材
・汚れた紙
・臭いがついた紙（線香や石
鹸等の包装箱）

・耐熱ガラスの調理器、食
器、哺乳びん、
・農薬のびん
・陶磁器、照明
・建材用ガラス
・クリスタルガラスの食器、
灰皿、花びん
・汚れがひどいもの

清涼飲料水、酒類、み
りん、しょうゆ用の無色
透明で、リサイクルマ
ークがついているもの

着色されているもの、
油分が多い製品（ソー
ス、焼き肉のたれな
ど）が入ったもの

対象にならないもの

対象にならないもの

対象にならないもの

対象になるもの

対象にならないもの

対象になるもの

荷受業者

13　広報まつもと2019年 2 月号



　近年サバの缶詰が人気です。サバ等の
青魚に多く含まれるＥＰＡ（エイコサペ
ンタエン酸）やＤＨＡ（ドコサヘキサエ
ン酸）は、体内の血の巡りを良くし、Ｄ
ＨＡには脳を活性化する働きもあり、テ
レビの情報番組で取りあげられたのをき
っかけにブームなっているようです。
　また、県内では、サバの水煮缶と根曲
竹を使った味噌汁が北信越地方で多く食
べられているそうです。
　疲れた体に山中で作ったお味噌汁は、
まるで海鮮汁のように豊かな味わいで、
とてもおいしいです。一例として右記で
レシピをご紹介しますので、皆さんもお
好きな具材でぜひお試しください。

  作り方

①玉ねぎなど具材を食べやすい大きさに切る。
②鍋に水を入れ、具材とサバ缶の汁を入れて中

火で煮る。
③具材に火が通ったら弱火にして味噌を溶かし

入れ、サバ缶を入れる。最後に小口ねぎを散
らして出来上がり。

  材料（ ４ 人分）

サバ水煮缶 1 缶
水　　　　500ccくらい
みそ　　　大さじ ２ 杯くらい
小口ねぎ、玉ねぎ、にんじん、ゴボウ等はお好
みで

サバ缶を使った具だくさんのお味噌汁

【
内
容
物
が
詰
ま
っ
た
場
合
】

　

噴
射
用
ボ
タ
ン
の
ノ
ズ
ル
が
詰
ま
っ
た

環
境
コ
ラ
ム

　

松
本
市
で
は
、
ス
プ
レ
ー
缶
は
「
中
身

を
出
し
切
っ
て
、
穴
開
け
不
要
」
で
出
し

て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。
ガ
ス
抜
き
は
危

険
を
伴
う
場
合
が
あ
る
の
で
安
全
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

【
ガ
ス
抜
き
を
す
る
時
の
注
意
】

・
ガ
ス
抜
き
は
、
風
通
し
が
良
い
火
気
の

な
い
屋
外
な
ど
で
行
う

・
内
容
物
が
液
体
や
泡
状
の
も
の
は
、
布

等
を
あ
て
、
飛
散
し
な
い
よ
う
に
す
る

【
ガ
ス
抜
き
キ
ャ
ッ
プ
の
使
用
例
】

●問い合わせ　教育政策課（☎33－3980 ｆ33－3934）

問
い
合
わ
せ
　
環
境
業
務
課

（
☎
47－

１
０
９
６
　
ｆ
40－

１
３
３
５
）

　

ご
み
を
減
ら
そ
う 

～
ス
プ
レ
ー
缶
の

 

ガ
ス
抜
き
は
安
全
に
～

キャップの天面のヘコミを使用するタイプ

　

ス
プ
レ

ー
缶
に
は

ガ
ス
を
出

し
切
る
た

め
の
「
ガ

ス
抜
き
キ

ャ
ッ
プ
」

が
装
着
さ

れ
て
い
る

も
の
が
あ

り
ま
す
。

一
例
を
紹

介
し
ま
す
。

キ
ャ
ッ
プ
の
天
面
を

押
し
込
み
／
折
り
込

み
使
用
す
る
タ
イ
プ

コ
イ
ン
を
使
用
す
る

タ
イ
プ

そ
の
他
…
「
つ
ま
楊
枝
を
使
用
す
る
タ
イ
プ
」

「
キ
ャ
ッ
プ
の
向
き
を
変
え
て
使
用
す
る
タ
イ

プ
」「
タ
ブ
や
レ
バ
ー
で
固
定
す
る
タ
イ
プ
」
等

キャップ

場
合
は
、
噴
射
用
ボ

タ
ン
を
交
換
す
る
と

ガ
ス
抜
き
で
き
ま
す
。

内
部
の
チ
ュ
ー
ブ
内

で
詰
ま
り
、
ガ
ス
抜

き
で
き
な
い
場
合
は

ご
相
談
く
だ
さ
い
。

耐圧容器

内容物
チューブ

噴射用ボタン

資料：㈳日本エアゾール協会

かんたん！
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医
療
メ
モ 

＃
３
６
５

賢い消費者に
なるために

迷惑な電話勧誘
断る方法は

　

昨
年
夏
以
降
、
特
に
関
東
地
方
で
風
し

ん
患
者
数
が
大
幅
に
増
加
し
て
い
ま
す
。

県
内
で
も
２
０
１
８
年
8
月
13
日
～
19
日

に
患
者
が
発
生
し
始
め
、
こ
れ
ま
で
に
22

人
が
確
認
さ
れ
て
い
ま
す
（
２
０
１
9
年

1
月
13
日
集
計
）。
松
本
市
周
辺
で
は
8

人
が
発
生
し
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
が
40
歳

以
上
の
男
性
で
風
し
ん
の
予
防
接
種
を
受

け
て
い
な
か
っ
た
と
思
わ
れ
ま
す
。

　

風
し
ん
の
感
染
力
は
麻
し
ん
（
は
し

か
）
に
比
べ
る
と
弱
く
、
飛
沫
感
染
（
せ

き
や
く
し
ゃ
み
な
ど
）
で
拡
大
し
ま
す
。

症
状
は
発
熱
、
発
し
ん
、
頸
部
リ
ン
パ
腺

の
腫
れ
が
特
徴
で
す
。
罹
患
し
た
方
全
員

に
症
状
が
出
る
わ
け
で
は
な
く
、
ま
た
罹

患
し
て
も
２~

３
日
で
自
然
に
治
っ
て
し

ま
う
こ
と
も
多
い
た
め
「
三
日
は
し
か
」

と
呼
ば
れ
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
年
長
児

や
成
人
で
は
ま
れ
に
血
小
板
減
少
に
よ
る

紫
斑
病
、
脳
炎
、
関
節
炎
な
ど
の
合
併
症

が
み
ら
れ
ま
す
。
ま
た
妊
娠
初
期
の
妊
婦

さ
ん
が
罹
患
す
る
と
お
腹
の
赤
ち
ゃ
ん
の

眼
、
脳
、
心
臓
な
ど
に
異
常
が
み
ら
れ
る

可
能
性
が
あ
る
の
で
、
妊
婦
さ
ん
は
絶
対

に
罹
患
し
な
い
よ
う
に
注
意
が
必
要
で
す
。

　

風
し
ん
は
予
防
接
種
で
防
げ
る
病
気
で

あ
り
、
個
人
で
予
防
で
き
ま
す
。
定
期
予

防
接
種
の
対
象
者
は
必
ず
予
防
接
種
を
受

け
て
く
だ
さ
い
（
1
歳
と
５
～
６
歳
に
1

回
ず
つ
、「
麻
し
ん
風
し
ん
混
合
ワ
ク
チ

ン
」
と
し
て
接
種
）。
対
象
外
の
方
は
任

意
接
種
で
す
（
自
己
負
担
）。
特
に
妊
娠

を
希
望
す
る
方
、
抗
体
を
保
有
し
て
い
な

い
妊
婦
の
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
で
予
防
接
種

を
2
回
受
け
て
い
な
い
方
、
予
防
接
種
歴

や
風
し
ん
罹
患
歴
が
不
明
な
方
は
、
抗
体

検
査
や
予
防
接
種
の
検
討
が
必
要
で
す
。

　

保
健
所
で
は
、
妊
娠
を
希
望
す
る
方
と

風
し
ん
抗
体
価
の
低
い
妊
婦
等
の
パ
ー
ト

ナ
ー
や
同
居
家
族
の
方
は
抗
体
検
査
を
無

料
で
受
け
ら
れ
ま
す
が
、
来
年
度
に
は
検

査
対
象
者
の
拡
大
が
予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

詳
細
は
松
本
保
健
所
（
保
健
福
祉
事
務
所

☎
47－

７
８
０
０
）、
ま
た
は
市
健
康
づ
く

り
課
（
☎
34－

３
２
１
７
）
へ
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

松
本
市
医
師
会

U
R
L
: h

ttp
://w

w
w

.m
a
tsu

-m
e
d
.o

r.jp

　

風
し
ん
患
者
が
増
加
し
て
い
ま
す

●問い合わせ　教育政策課（☎33－3980 ｆ33－3934）

　和
わ

合
ごう

田
た

美
み

男
お

さんは、ゴミ拾いを続けて10年ほどになります。自
宅周辺には畑が多く、空き缶やペットボトル、タバコの吸い殻、空
き袋などたくさんのゴミのポイ捨てがあり、ポイ捨てをやめてほし
い、ゴミが減ってほしいとの思いで、散歩をしながらゴミを拾って
いるそうです。
　「電車で席を譲れないという後輩に、まず自分が立ち上がって席
を譲ればいいと話したこ
とがあります。ゴミも同
じで見つけたらまず拾っ
てみれば、自分がスッキ
リします。松本は、山も
川も美しいので人も美し
い街になるといいです
ね。」と話してください
ました。

　家に居ると「電気料金やインタ
ーネット料金が安くなる」などの
勧誘電話ばかりで困るというご相
談があります。電話の内容が勧誘
で「断ろう」と判断したら、迷わ
ず早めに電話を切りましょう。

「今忙しいので」などと言うと、
また電話がかかってきます。また、
10分20分と長く話をしてしまう
と、かえって断りにくくなります。
　迷惑な電話勧誘には、きっぱり
した態度で手短に「お断りしま
す」と丁寧に言って、静かに電話
を切りましょう。
●�問い合わせ　松本市消費生活セ

ンター（☎36－8832）、 または
消費者ホットライン1

い

8
や

8
や！

へ

こころをみがき、からだを使おう

「まつもと市民生きいき活動」ロゴ 横組

4C

1C

10.11.30_01_NK

活動事例No.48
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情報チャンネル

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

－

０
２
６
０
）、
松
本
年
金
事
務
所

（
☎
32－

４
６
６
４
）

広
報
ま
つ
も
と
１
月
号
の

訂
正
と
お
詫
び

　

広
報
ま
つ
も
と
１
月
号
の
裏
表

紙
「
市
政
広
報
ラ
ジ
オ
番
組
」
欄

中
、
Ｓ
Ｂ
Ｃ
ラ
ジ
オ
「
ラ
ジ
オ
広

報
ま
つ
も
と
」
の
周
波
数
が
、

『
86
・4
メ
ガ
ヘ
ル
ツ
』
と
あ
る

の
は
『
８
６
４
キ
ロ
ヘ
ル
ツ
』
の

誤
り
で
し
た
。
訂
正
し
て
お
詫
び

い
た
し
ま
す
。

問

広
報
課
（ 

本
３ 　

☎
34－

３

２
７
１ 

ｆ
34－

３
２
０
１
）

ま
さ
か
！
に
そ
な
え
て

交
通
災
害
共
済
に
加
入
し
ま
し
ょ
う

　

１
人
年
額
４
０
０
円
の
掛
金
で
、

交
通
事
故
に
よ
る
災
害
に
対
し
見

舞
金
が
支
払
わ
れ
ま
す
。
31
年
度

の
募
集
を
始
め
ま
し
た
の
で
、
ご

加
入
く
だ
さ
い
。

対

市
内
に
居
住
さ
れ
て
い
る
方

（
就
学
の
た
め
、
市
外
に
居
住
さ

れ
て
い
る
方
も
対
象
）　

※
０
歳

か
ら
４
月
１
日
現
在
で
中
学
生
ま

で
の
お
子
さ
ん
は
、
子
育
て
支
援

の
一
環
と
し
て
市
で
一
括
加
入

（
費
用
は
公
費
で
負
担
）
し
ま
す

の
で
、
家
庭
で
の
加
入
は
不
要
で

す
。　

●
会
員
期
間
＝
31
年
（
２

０
１
９
年
）
４
月
１
日
〜
32
年

（
２
０
２
０
年
）
３
月
31
日　

●

会
費
＝
１
人
年
額　

４
０
０
円　

●
見
舞
金
＝
実
入
通
院
日
数
２
日

以
上
で
２
万
円
〜
死
亡
１
０
０
万

円
（
物
件
事
故
等
は
金
額
に
制
限

あ
り
）　

申

町
会
の
役
員
さ
ん
が

申
込
書
を
配
布
し
ま
す
の
で
、
会

費
を
添
え
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ

い
。
地
域
づ
く
り
課
、
ま
た
は
支

所
・
出
張
所
で
も
申
し
込
み
で
き

ま
す
。　

問

地
域
づ
く
り
課

（ 

東
４ 　

☎
34－

３
２
８
０　
ｆ
34

－

０
４
０
０
）

市
税
・
国
保
税
な
ど
は

納
期
限
内
に
お
納
め
く
だ
さ
い

　

納
期
限
の
到
来
し
て
い
る
、
軽

自
動
車
税
、
市
県
民
税
第
１
期
〜

４
期
、
固
定
資
産
税
第
１
期
〜
３

期
、
国
民
健
康
保
険
税
第
１
期
〜

７
期
、
後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料

第
１
期
〜
７
期
、
介
護
保
険
料
第

１
期
〜
10
期
の
納
付
を
お
忘
れ
で

は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
ま
だ
納
付

さ
れ
て
い
な
い
方
は
、
至
急
お
納

め
く
だ
さ
い
。

　

２
月
28
日
㈭
は
、
平
成
30
年
度

の
固
定
資
産
税
第
４
期
、
国
民
健

康
保
険
税
第
８
期
、
後
期
高
齢
者

医
療
保
険
料
第
８
期
、
介
護
保
険

料
第
11
期
の
納
期
限
で
す
。
バ
ー

コ
ー
ド
が
印
字
さ
れ
て
い
る
納
付

書
で
あ
れ
ば
、
24
時
間
全
国
の
コ

ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
で
納
付
で

き
ま
す
。
納
め
忘
れ
の
な
い
口
座

振
替
・
自
動
払
込
も
で
き
ま
す
の

で
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

　

納
期
限
内
に
納
付
さ
れ
な
い
場

合
は
督
促
状
の
発
送
、
ま
た
は
市

税
コ
ー
ル
セ
ン
タ
ー
か
ら
確
認
の

電
話
を
か
け
る
こ
と
が
あ
り
ま
す

の
で
納
期
限
内
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。
納
付
方
法
な
ど
の
相
談
を

希
望
す
る
場
合
は
、
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

問

一
般
市
税
は
納
税
課
（ 

本
５ 　

☎
33－

１
１
９
２　
ｆ
39－

０
７
２

３
）、
国
民
健
康
保
険
税
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
料
・
介
護
保
険

料
は
保
険
課
（ 

東
２ 　

☎
34－

３

２
１
５ 

ｆ
39－

２
５
２
３
）
へ

コ
ン
ビ
ニ
交
付
サ
ー
ビ
ス

休
止
の
お
知
ら
せ

　

個
人
番
号
カ
ー
ド
（
マ
イ
ナ
ン

バ
ー
カ
ー
ド
）
を
利
用
し
た
コ
ン

ビ
ニ
エ
ン
ス
ス
ト
ア
諸
証
明
交
付

サ
ー
ビ
ス
は
、
メ
ン
テ
ナ
ン
ス
の

た
め
次
の
期
間
に
休
止
し
ま
す
。

あ
ら
か
じ
め
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

日

２
月
６
日
㈬
午
前
６
時
30
分

〜
７
日
㈭
午
前
６
時
30
分　

問

市
民
課
（ 

東
１ 　

☎
33－

９
８
４

１ 

ｆ
37－

０
２
６
０
）

松
本
市
立
病
院
の
外
来
診
療

開
始
時
間
が
早
く
な
り
ま
し
た

　

患
者
さ
ん
を
一
層
大
事
に
す
る

病
院
を
目
指
し
、
本
年
１
月
か
ら

外
来
診
療
の
開
始
時
間
を
次
の
と

お
り
早
く
し
ま
し
た
。
な
お
、
信

州
大
学
病
院
か
ら
の
派
遣
医
師
等

に
よ
る
診
療
科
は
午
前
９
時
開
始

に
変
更
あ
り
ま
せ
ん
。

【
午
前
８
時
30
分
診
療
開
始
】

総
合
診
療
科
、
産
科
・
婦
人
科

【
午
前
８
時
45
分
診
療
開
始
】

内
科
、
外
科
、
整
形
外
科
、
小
児

科
、
脳
神
経
外
科
、
泌
尿
器
科

※
信
州
大
学
病
院
か
ら
の
派
遣
医

師
等
に
よ
る
診
療
科
は
午
前
９
時

開
始
（
変
更
な
し
）

【
受
付
開
始
時
間
】

午
前
８
時
15
分
（
変
更
な
し
）

問

松
本
市
立
病
院
（
☎
92－

３
０

２
７
）

国
民
年
金
保
険
料
の
産
前
産
後

期
間
の
免
除
制
度
が
始
ま
り
ま
す

対

「
国
民
年
金
第
１
号
被
保
険

者
」
で
出
産
日
が
平
成
31
年
２
月

１
日
以
降
の
方　

●
免
除
さ
れ
る

期
間
＝
出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産

日
が
属
す
る
月
の
前
月
か
ら
４
カ

月
間
。（
多
胎
妊
娠
の
場
合
は
、

出
産
予
定
日
ま
た
は
出
産
日
が
属

す
る
月
の
３
カ
月
前
か
ら
６
カ
月

間
）　

●
産
前
産
後
期
間
の
取
扱

い
＝
保
険
料
納
付
済
期
間
と
し
て

老
齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
に
反
映

さ
れ
ま
す
。　

●
申
請
時
期
＝
出

産
予
定
日
の
６
カ
月
前
か
ら
可
能

で
す
。
た
だ
し
、
届
け
出
が
で
き

る
の
は
平
成
31
年
４
月
か
ら
で

す
。　

●
施
行
日
＝
平
成
31
年
４

月
１
日　

●
申
請
先
＝
市
民
課
年

金
担
当
、
支
所
・
出
張
所
、
松
本

年
金
事
務
所
（
住
民
登
録
が
市
内

に
あ
る
方
の
み
）　

●
申
請
書
類

＝
平
成
31
年
４
月
か
ら
各
申
請
先

の
窓
口
に
備
え
付
け
ま
す
。
日
本

年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
も

ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
で
す
（
予

定
）。　

問

市
民
課
年
金
担
当

（ 
東
１ 　

☎
34－

３
２
１
８　
ｆ
37

お
知
ら
せ

　長野県が通年で実施している測定値です。

　詳細は、水道水中の放射性物質濃度の測定値と
あわせ、市ホームページをご覧ください。
問　環境保全課（ 東４  　☎34－3267 ｆ34－0400）

日時 場所 測定値（μSv/h）
1 月16日午前 9時 松本合同庁舎 0.066

空間放射線量測定値

お
知
ら
せ

SBCラジオで「ラジオ広報まつもと」を放送しています。　放送日：毎週月～金曜日の午前11時40分頃、午後2時20分頃

市役所行き先　凡例　（例：本 ３→本庁舎 ３階）本：本庁舎　本別：本庁舎別棟
� 本北：本庁舎北別棟　東：東庁舎　東別：東庁舎別棟　大：大手事務所
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

平
成
31
年
度
前
期
分

体
育
施
設
等
の
予
約
受
け
付
け

　

次
の
と
お
り
予
約
整
理
券
の
配

布
と
予
約
の
受
け
付
け
を
し
ま
す
。

●
対
象
期
間
＝
平
成
31
（
２
０
１

９
）
年
4
月
１
日
〜
10
月
31
日　

対

市
内
に
住
（
居
）
所
の
あ
る

高
校
生
以
上
の
方　

●
予
約
方
法

＝
①
予
約
整
理
券
の
受
け
取
り

（
整
理
券
番
号
は
先
着
順
で
は
あ

り
ま
せ
ん
）　

②
整
理
券
番
号
順

に
希
望
の
施
設
を
予
約　

③
利
用

料
金
の
支
払
い

【
予
約
整
理
券
の
配
布
】

日

2
月
21
日
㈭
〜
24
日
㈰
午
前

9
時
〜
午
後
7
時　

場

総
合
体

育
館　

大
会
議
室　

持

免
許
証

等
の
身
分
証
明
書
（
公
的
な
身
分

証
明
書
で
な
い
場
合
は
、
証
明
書

等
を
2
種
類
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

住
民
票
の
写
し
は
不
可
）

【
予
約
の
受
け
付
け
】

日

野
球
場
・
運
動
広
場
・
公
園

グ
ラ
ウ
ン
ド
・
サ
ッ
カ
ー
場
・
農

村
広
場
／
3
月
16
日
㈯
午
前
9
時

〜
正
午
、
テ
ニ
ス
コ
ー
ト
／
3
月

16
日
㈯
午
後
1
時
〜
6
時
、
体
育

館
・
柔
剣
道
場
等
／
3
月
17
日
㈰

午
前
9
時
〜
午
後
5
時　

場

総

合
体
育
館　

大
会
議
室　

持

予

約
整
理
券
、
身
分
証
明
書
（
整
理

券
配
布
時
に
お
持
ち
い
た
だ
い
た

も
の
）　

●
注
意
＝
よ
り
多
く
の

皆
さ
ん
に
お
使
い
た
だ
け
る
よ
う
、

利
用
が
確
実
な
日
時
を
ご
予
約
く

だ
さ
い
。代
理
人
や
、な
り
す
ま
し
、

中
学
校
部
活
動
で
の
予
約
は
お
断

り
し
て
い
ま
す
。　
他

一
般
の
利

用
予
約
は
3
月
18
日
㈪
午
前
8
時

30
分
か
ら
随
時
受
け
付
け
ま
す
。　

問

ス
ポ
ー
ツ
推
進
課
（
☎
45－
９

５
１
１　
ｆ
45－

１
０
２
４
）

小
・
中
学
校
就
学
通
知
書
の

確
認
を
お
願
い
し
ま
す

　

市
で
は
、
今
年
小
学
校
に
入
学

予
定
（
平
成
24
年
４
月
２
日
〜
25

年
４
月
１
日
生
ま
れ
）
と
、
中
学

校
に
入
学
予
定
（
平
成
18
年
４
月

２
日
〜
19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
）

の
児
童
の
保
護
者
あ
て
に
就
学
通

知
書
を
郵
送
し
ま
し
た
。

　

１
月
１
日
以
降
に
転
入
・
転
居

さ
れ
た
方
は
、そ
の
際
発
行
の
入
学

指
定
通
知
書
が
就
学
通
知
書
の
代

わ
り
と
な
り
ま
す
。ど
ち
ら
の
通
知

書
も
お
持
ち
で
な
い
方
は
学
校
教

育
課
へ
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

※
松
本
市
立
以
外
の
学
校
へ
の
入

学
の
届
け
出
を
し
た
方
に
は
送
付

し
て
い
ま
せ
ん
。

問

学
校
教
育
課
（ 

大
４ 　

☎
33

－

９
８
４
６ 

ｆ
34－

３
２
０
６
）

春
の
火
災
予
防
運
動

　

空
気
が
乾
燥
し
て
火
災
が
発
生

し
や
す
い
時
季
を
迎
え
る
に
あ
た

り
、
市
民
一
人
一
人
の
防
火
意
識

の
向
上
を
図
り
、
火
災
発
生
を
予

防
す
る
こ
と
を
目
的
に
、
春
の
火

災
予
防
運
動
を
実
施
し
ま
す
。
期

間
中
、
消
防
団
が
広
報
や
サ
イ
レ

ン
吹
鳴
を
行
い
ま
す
。
火
の
取
り

扱
い
に
は
十
分
注
意
し
、
か
け
が

え
の
な
い
命
と
貴
重
な
財
産
を
守

り
ま
し
ょ
う
。

日

３
月
１
日
㈮
〜
７
日
㈭　

問

消
防
防
災
課
（ 

本
別
１ 　

☎
33－

１
１
９
１ 

ｆ
33－

１
０
１
１
）

【
都
市
政
策
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

住
ま
い
の
プ
ロ
に
よ
る

空
き
家
・
建
築
相
談
窓
口

　

毎
月
１
回
、
空
き
家
・
建
築
に

相
談

関
す
る
お
悩
み
や
疑
問
に
つ
い
て

相
談
会
を
開
催
し
て
い
ま
す
。
相

談
会
は
「
長
野
県
空
き
家
対
策
支

援
協
議
会
」「
長
野
県
建
築
相
談

連
絡
会
」
が
主
催
し
、（
一
社
）

長
野
県
建
築
士
会
が
代
表
し
て
相

談
を
受
け
ま
す
。

日

毎
月
15
日
（
15
日
が
土
日
祝

日
の
場
合
は
、
15
日
以
降
の
最
初

の
平
日
）
午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

場

松
本
合
同
庁
舎　

￥

無
料

（
要
予
約
）　

申
・
問

相
談
日
の

７
日
前
ま
で
に
（
一
社
）
長
野
県

建
築
士
会
松
筑
支
部
（
☎
31－

３

６
１
７　

午
前
９
時
〜
午
後
５
時　

※
土
日
祝
日
を
除
く
）
へ

【
市
民
相
談
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

行
政
書
士
無
料
相
談
会

　

２
月
22
日
は
行
政
書
士
記
念
日

で
す
。
相
続
、
遺
言
、
贈
与
、
成

年
後
見
な
ど
各
種
手
続
に
つ
い
て
、

行
政
書
士
が
無
料
で
相
談
を
受
け

ま
す
。
相
談
の
予
約
も
可
能
で
す
。

日

２
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

場

勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー　

３－

１
会
議
室　

問

長
野
県

行
政
書
士

会
松
本
支

部
（
☎
33－

７
１
６
６
）

第18回 中核市
お知らせコーナー

中核市のリーフレットをご覧ください

お
知
ら
せ

相
談

　市民の皆さんに、より中核市について
知っていただくためリーフレットを作成
しました。
　「中核市とは？」「なぜ中核市になるの
？」「中核市になるとどうなるの？」と
いったことを解説していま
す。中核市推進室や各地区
地域づくりセンターなどに
設置しているほか、市ホー
ムページでもご覧いただけ
ます。

　「中核市移行」に向けた松本市の取り
組みについて、「市役所新
庁舎建設」と合同の市民説
明会を開催します。参加無
料、事前申し込み不要です。
ご都合のつく会場へお越し
ください。
開催日 会場 時間
2 月 5 日㈫ 芳川公民館　大会議室

午後 7時～ 8時
（開場午後 6時30分）

2月12日㈫ 島内公民館　講堂

2月13日㈬ 浅間温泉文化センター
中会議室

問　中核市推進室
　　（ 東２  　☎34－3005 ｆ34－3204）

市民説明会を開催します

市民説明会

中核市の
リーフレット

17　広報まつもと2019年 2 月号



情報チャンネル

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

日

２
月
16
日
㈯
午
後
１
時
30
分

～
３
時　

場

市
民
活
動
サ
ポ
ー

ト
セ
ン
タ
ー　

問

事
務
局
代
表

高
山
さ
ん
（
☎
０
９
０－

９
６
６

９－

３
４
５
４
）

県
シ
ニ
ア
大
学
学
生
募
集

対

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の
方　

●
期
間
＝
２
年
間
（
年
間
学
習
日

数
16
日
間
／
午
前
10
時
～
午
後
３

時
）　
場

松
本
合
同
庁
舎
、
松
南

地
区
公
民
館
（
な
ん
な
ん
ひ
ろ

ば
）　

定

２
４
０
人　

内

生
き

が
い
と
健
康
づ
く
り
お
よ
び
地
域

活
動
を
行
う
た
め
の
学
習
、
実
践　

●
受
講
料
＝
年
間
１
万
円
（
他
に
、

教
材
費
・
学
生
自
治
会
等
諸
経
費

は
自
己
負
担
）　

申

２
月
１
日
㈮

【
人
権
・
男
女
共
生
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

人
権
に
関
し
て
お
悩
み
の
方
は

法
務
局
人
権
な
ん
で
も
相
談
へ

　

人
権
擁
護
委
員
が
人
権
に
関
す

る
相
談
を
受
け
ま
す
。
相
談
は
無

料
で
、
秘
密
は
固
く
守
ら
れ
ま
す
。

日
・
場

２
月
14
日
㈭
午
前
10
時

～
午
後
３
時　

駅
前
会
館　

第
１

中
・
第
２
中
会
議
室　

問

長
野

地
方
法
務
局
松
本
支
局
（
☎
32－

２
５
７
１　
ｆ
32－

２
５
７
２
）

信
州
ち
く
ほ
く
村
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ

参
加
者
募
集

　

渡
さ
れ
た
地
図
を
手
に
、指
定

さ
れ
た
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
で
写

真
を
撮
り
得
点
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ

「
ロ
ゲ
イ
ニ
ン
グ
」を
筑
北
村
で
開

催
し
ま
す
。美
し
い
風
景
を
楽
し
み

な
が
ら
筑
北
村
を
巡
り
ま
し
ょ
う
。

日

３
月
23
日
㈯
午
前
11
時
～
午

後
４
時
20
分　

場

筑
北
村
役
場

集
合
（
東
筑
摩
郡
筑
北
村
西
条
４

１
９
５
）　
内

制
限
時
間
３
時
間
、

通
過
証
明
は
デ
ジ
タ
ル
カ
メ
ラ
に

募
集

よ
る
撮
影　

￥

一
般
１
人
３
５

０
０
円
、
大
学
生
以
下
１
０
０
０

円　

定

先
着
２
０
０
人　

申

２

月
28
日
㈭
ま
で
に
、「
ス
ポ
ー
ツ

エ
ン
ト
リ
ー
」
の
サ
イ
ト
（http:�

//spoen.net/77057

）
か
ら
。　

問

松
本
広
域
連
合
事
務
局　

福

祉
・
地
域
課　
ふ
る
さ
と
担
当（
☎

87－

５
４
６
１　
ｆ
87－

５
４
６
２
）

【
松
本
城
管
理
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

松
本
城
案
内

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
募
集

　

国
宝
松
本
城
で
観
光
ガ
イ
ド
を

行
う
松
本
城
案
内
グ
ル
ー
プ
で
は
、

新
し
い
会
員
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

対

国
宝
松
本
城
内
で
の
移
動
に

支
障
が
な
く
、
観
光
客
と
積
極
的

な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
と
れ

る
方　

問

松
本
城
案
内
グ
ル
ー

プ
代
表　

山
本
さ
ん
（
☎
35－

２

１
７
４
）

【
松
本
城
管
理
事
務
所
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

外
国
語
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ガ
イ
ド
募
集

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
ア
ル
プ
ス
善
意
通

訳
協
会
で
は
、
31
年
度
外
国
語
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
会
員
を
募
集
し
ま
す
。

主
に
松
本
城
を
訪
れ
る
外
国
の
お

客
さ
ん
に
外
国
語
（
主
に
英
語
）

で
案
内
ガ
イ
ド
を
し
ま
す
。
直
接

会
場
へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

～
３
月
15
日
㈮
に
62
円
切
手
（
返

信
用
）
を
持
参
し
、
松
本
保
健
福

祉
事
務
所
福
祉
課
内
県
シ
ニ
ア
大

学
松
本
学
部
事
務
局
、
市
高
齢
福

祉
課
、
ま
た
は
支
所
・
出
張
所
へ

（
郵
送
の
場
合
は
３
月
15
日
の
消

印
有
効
）　

●
入
学
決
定
＝
３
月

下
旬
に
松
本
学
部
事
務
局
か
ら
通

知
発
送
（
入
学
の
可
否
に
つ
い
て
、

電
話
等
に
よ
る
問
い
合
わ
せ
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。）　

問

松
本
保
健
福
祉
事
務
所
福
祉

課
（
☎
40－

１
９
１
１　
ｆ
40－

１

８
０
３
）

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
の

調
理
員
募
集

　

平
成
31
年
４
月
か
ら
働
い
て
い

た
だ
く
調
理
員
を
募
集
し
ま
す
。

●
募
集
人
員
＝
若
干
名　

●
勤
務

先
＝
市
内
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー　

●
賃
金
等
＝
日
額
６
６
９
０
円
、

時
給
８
６
３
円
（
予
定
）、
社
会

保
険
加
入
、
諸
手
当
支
給　

●
勤

務
時
間
＝
午
前
８
時
30
分
～
午
後

５
時
15
分　

●
休
日
＝
土
日
、
祝

日
、
年
末
年
始
、
学
校
の
長
期
休

業
、
他
に
有
給
休
暇
制
度
あ
り　

●
勤
務
内
容
＝
午
前
中
は
学
校
給

食
の
調
理
、
午
後
は
食
器
の
洗
浄

等
で
体
力
を
要
す
る
作
業
で
す
。　

申
・
問

電
話
で
学
校
給
食
課
（
☎

86－

１
１
３
０
）へ
。
面
接
日
等
を

ご
案
内
し
ま
す
。
事
前
に
履
歴
書

を
西
部
学
校
給
食
セ
ン
タ
ー
（
〒

３
９
９－

０
０
０
６　

野
溝
西
３－

６－

１
）
へ
郵
送
し
て
く
だ
さ
い
。

渋滞している時こそ、
横断歩行者に注意を！

ワンポイント交通安全

問　交通安全・都市交通課
　　（ 本５  　☎34－3245 ｆ34－3202）

〇横断歩道の歩行者が確認できないときは、
いざという時に止まれる速度で、ゆっ
くり走り、歩行者の有無を確かめます。

〇歩行者がいる場合は、必ず止まり渡らせ
てあげましょう。

車の陰から
横断者あり

渋滞中

STOP !

　横断歩道で渡ろうとしても、止まってく
れない！

横断歩行者妨害違反
【反則金（普通車）9,000円 点数 ２ 点】

 松本市の悪い交通マナー 

FM長野で市政広報番組「松本市ワンポイントガイド」を放送しています。　放送日：毎月第1・第3・第5土曜日の午前8時25分～

相
談

相
談

募
集

お
知
ら
せ
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

「
松
本
市
空
家
等
対
策
計
画
」の

意
見
募
集

　

近
年
増
加
傾
向
に
あ
る
空
き
家

に
つ
い
て
、
適
切
な
管
理
や
、
発

生
さ
せ
に
く
い
環
境
づ
く
り
、
利

活
用
の
促
進
を
図
る
た
め
、
総
合

的
か
つ
計
画
的
に
取
り
組
み
を
進

め
る
「
松
本
市
空
家
等
対
策
計

画
」
を
策
定
し
ま
す
。
皆
さ
ん
の

ご
意
見
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

●
閲
覧
場
所
＝
都
市
政
策
課
、
市

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
各
地
域
づ
く
り

セ
ン
タ
ー
の
窓
口　

●
募
集
期
間

＝
２
月
８
日
㈮
～
３
月
９
日
㈯　

問

都
市
政
策
課（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
５
１　
ｆ
３
４－

３
２
０
２
）

松
本
市
消
費
者
問
題

協
議
会
委
員
を
募
集

　

消
費
者
保
護
施
策
に
関
し
て
審

議
・
意
見
を
い
た
だ
く
委
員
を
募

集
し
ま
す
。

●
資
格
・
募
集
人
員
＝
市
内
に
居

住
、
在
学
、
ま
た
は
在
勤
の
方
２

人
。
年
２
回
程
度
開
催
す
る
平
日

の
会
議
に
出
席
で
き
る
方　

●
任

期
＝
31
年
度
の
協
議
会
か
ら
２
年

間　

申

２
月
22
日
㈮
ま
で
に
、

消
費
者
保
護
に
つ
い
て
感
じ
て
い

る
こ
と
を
、
４
０
０
字
以
内
に
ま

と
め
て
市
民
相
談
課
（
〒
３
９
０

－

８
６
２
０　

丸
の
内
３－

７　

�
 

本
１ 　

☎
33－

０
０
０
１　
ｆ
36－

６
８
３
９
）
へ

【
公
園
緑
地
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

「
信
州
花
フ
ェ
ス
タ
合
唱
団
」

大
募
集
!!

　

こ
の
春
、
国
内
最
大

級
の
花
と
み
ど
り
の
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る
「
信
州

花
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
９　

～
北
ア
ル
プ
ス
の
贈
り

も
の
～
」
を
、
松
本
平

広
域
公
園
（
信
州
ス
カ

イ
パ
ー
ク
）
を
メ
イ
ン

会
場
に
、
国
営
ア
ル
プ
ス
あ
づ
み

の
公
園
と
烏
川
渓
谷
緑
地
を
サ
ブ

会
場
に
し
て
開
催
し
ま
す
。
実
行

委
員
会
で
は
開
会
式
に
出
演
い
た

だ
く
合
唱
団
（
グ
ル
ー
プ
）
を
募

集
し
ま
す
。

対

合
唱
団
（
グ
ル
ー
プ
）　

日

開
会
式
：
４
月
25
日
㈭　

場

松

本
平
広
域
公
園
（
信
州
ス
カ
イ
パ

ー
ク
）　

定

先
着
１
５
０
人　

申
・
問

２
月
15
日
㈮
ま
で
に
、第

36
回
全
国
都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア

実
行
委
員
会
事
務
局
（
長
野
県
建

設
部
都
市
・
ま
ち
づ
く
り
課
全
国

都
市
緑
化
信
州
フ
ェ
ア
推
進
室
内　

☎
88－

１
１
８
３　
ｆ
88－

１
１
８

７　

ｍryokka-fair@
pref.

nagano.lg.jp　

ｈhttps://
shinshu-hanafesta2019.jp/

）

へ【
高
齢
福
祉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー

入
会
説
明
会

　

退
職
後
も
仕
事
を
通
じ
て
社
会

参
加
し
な
が
ら
健
康
を
維
持
し
た

い
、
自
分
の
時
間
を
生
か
し
な
が

ら
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
方
に
、

シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
内
容

や
仕
組
み
な
ど
を
説
明
し
ま
す
。

対

市
内
に
居
住
し
て
い
る
60
歳

以
上
の
方　

日

毎
月
第
１
・
３

水
曜
日
午
前
10
時
～
11
時
30
分　

場

松
本
地
域
シ
ル
バ
ー
人
材
セ

ン
タ
ー
（
宮
渕
本
村
１－

10
）　

申

不
要　

問

松
本
地
域
シ
ル
バ

ー
人
材
セ
ン
タ
ー
（
☎
39－

６
６

８
０　
ｆ
39－

７
７
８
８
）

【長野県議会議員一般選挙（松本市東筑摩郡選挙区）】
■日◆ 3月12日㈫午前9時30分
■場　県松本合同庁舎講堂
■問　長野県選挙管理委員会事務局
� （☎026－235－7069）

統一地方選挙が行われます

長野県議会議員一般選挙
●告示日　 3月29日㈮
●投票日　 4月 7日㈰
●選挙区　松本市東筑摩郡選挙区
●定　数　7

松本市議会議員一般選挙
●告示日　 4月14日㈰
●投票日　 4月21日㈰
●選挙区　松本市全域
●定　数　31

【投票できる方（選挙権）】

【立候補の資格（被選挙権）】
　日本国民で満25歳以上であり、引き続き3カ月以上松本市（県議会議員は長野県）
の区域内に住所を有することなど。（詳細は、県または市の選挙管理委員会にお問い
合わせください。）

【松本市議会議員一般選挙】
■日　3月15日㈮午後2時
■場　松本市勤労者福祉センター
■問　松本市選挙管理委員会事務局
� （ 東 4  　☎34－3000　内線1221）

※長野県議会議員一般選挙で、長野県内の他の市町村と松本市との間で住所を異動した方は…
平成30年12月28日までに転入届出をされた方は、新住所地で投票できます。
平成30年12月29日以降に転入届出をされた方は、旧住所地（選挙人名簿登録地）の市町村で投票でき
ます。ただし、旧住所地の選挙人名簿に登録されており、かつ、市町村長が発行する「引き続き県内
に住所を有する旨の証明書」等が必要です。

　松本市の選挙人名簿に登録され、投票日当日に選挙権を有する次の方が投票できます。

①�日本国民で18歳以上（平成13年 4月 8日以前
に出生）の方
②�平成30年12月28日以前から引き続き松本市
に住民登録のある方
※投票前に県外転出した方は投票できません。

長野県議会議員一般選挙
①�日本国民で18歳以上（平成13年 4月22日以前
に出生）の方
②�平成31年 1月13日以前から引き続き松本市
に住民登録のある方
※投票前に市外転出した方は投票できません。

松本市議会議員一般選挙

　立候補予定者や運動員の皆さんはご出席ください。

お
知
ら
せ

立候補手続等説明会を開催します

募
集
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情報チャンネル

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

美
術
館

博
物
館

村
井
駅
臨
時
自
動
車
置
場
使
用

申
し
込
み
受
け
付
け

●
使
用
期
間
＝
４
月
１
日
㈪
〜
平

成
32
（
２
０
２
０
）
年
３
月
31
日

㈫　

●
使
用
料
＝
消
費
税
増
税

（
予
定
）
に
伴
い
、
使
用
料
が
改

定
さ
れ
る
見
込
み
の
た
め
、
市
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
確
認
く
だ
さ

い
。　

申
・
問

２
月
20
日
㈬
〜
３

月
１
日
㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後

５
時
15
分
に
、
村
井
駅
自
転
車
駐

募
集

車
場
、
ま
た
は
交
通
安
全
・
都
市

交
通
課
に
あ
る
申
請
書
に
記
入
の

上
、
村
井
駅
自
転
車
駐
車
場
、
ま

た
は
交
通
安
全
・
都
市
交
通
課

（ 

本
５ 　

☎
34－

３
２
４
５　
ｆ
34

－

３
２
０
２
）
へ　

※
希
望
者
多

数
の
場
合
は
抽
選

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
と

向
き
合
う
た
め
の
講
座

　

思
春
期
の
子
ど
も
た
ち
と
の
向

催
し

き
合
い
を
テ
ー
マ
に
、
①
メ
デ
ィ

ア
リ
テ
ラ
シ
ー
、
②
コ
ミ
ュ
ニ
ケ

ー
シ
ョ
ン
、
③
不
登
校
、
④
性
教

育
に
つ
い
て
学
び
ま
す
。

日

①
②
３
月
７
日
㈭
、
③
④
３

月
18
日
㈪
午
後
１
時
30
分
〜
４
時

45
分
（
各
講
座
90
分
、
１
講
座
か

ら
受
講
可
能
）　
場

な
ん
な
ん
ひ

ろ
ば
２
階　

会
議
室
４　

定

30

人
程
度　

￥

無
料　

講

①
宮
林

麻
里
氏
／
み
や
ば
や
し
こ
ど
も
ク

リ
ニ
ッ
ク
院
長　

②
犬
飼
己
紀
子

氏
／
松
本
大
学
人
間
健
康
学
部
ス

ポ
ー
ツ
健
康
学
科
教
授　

③
西
森

尚
己
氏
／
こ
ど
も
の
支
援
・
相
談

ス
ペ
ー
ス
「
は
ぐ
ル
ッ
ポ
」
代
表　

④
竹
内
未
希
代
氏
／
き
り
り
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
代
表　

申
・
問

こ
ど

も
育
成
課
（ 

東
別
１ 　

☎
34－

３

２
９
１　
ｆ
34－

３
３
０
９
）

中
村
あ
ゆ
み 

× 

は
な
わ

ト
ー
ク 

& 

ラ
イ
ブ

　
「
翼
の
折
れ
た
エ
ン
ジ
ェ
ル
」

な
ど
の
代
表
作
で
80
年
代
を
飾
っ

た
中
村
あ
ゆ
み
が
、
は
な
わ
と
と

も
に
波
田
文
化
セ
ン
タ
ー
に
登

場
！
ど
こ
で
も
開
催
さ
れ
て
い
な

い
2
人
の
ア
コ
ー
ス
テ
ィ
ッ
ク
ラ

イ
ブ
を
楽
し
い
ト
ー
ク
と
心
温
ま

る
歌
声
で
お
届
け
し
ま
す
。

 市営住宅 
●主な申し込み資格　
　市内に居住または勤務している方（自己名義の
持家がない方）、同居する親族（入居時までに入
籍できる婚約者を含む）がいる方、収入が一定基
準以内の方、地方税を滞納していない方等　※詳
細は事前にお問い合わせください。

●補充募集団地（抽選）　
・申し込み期間　2月15日㈮〜22日㈮午前 8時
30分〜午後７時（土日は午後5時まで）に長野
県住宅供給公社松本事務所へお越しください。
・抽選会　2月28日㈭に同事務所で、団地・間取
りごと抽選番号順に行います。
・入居予定日　4月1日㈪
・募集団地と募集戸数

団地名 間取り 募集
戸数 団地名 間取り 募集

戸数

浅間南
３ DK ３

寿 ３ 丁目
３ DK 1

３ DK（視覚障害者
用） 1

３ DK（エレベーターあり） 4
２ DK（エレベーターあり） ３

小宮
３ DK 4 寿 8 丁目 ２ DK（高齢者用） 1
３ DK（高齢者用） 1 寿田町 ３ DK 4

元町上 ３ DK ２ 竹渕 ３ DK 4
石芝 ３ DK 1

豊丘
３ DK 1

出川 ３ LDK ２ ２ DK 1
南松本東 ３ DK 1
南松本南 ３ LDK 1

・上記募集団地のうち入居者が決まらなかった住
宅は、抽選日翌日より先着順で引き続き入居者
を募集します。
・団地と戸数が変更になる場合があるので、必ず
受付窓口でご確認ください。
・単身者が申し込みできる間取りは2DK以下で
す。（年齢等の条件あり）

●常時募集団地（空き待ち）　
・先着順で申し込みを受け付けます。事前に空き
状況等をお問い合わせください。
・住居の状況により、修繕のため、入居までに時
間がかかる場合があります。
・安曇・奈川地区の特定公共賃貸住宅・特定目的
住宅は、ＩターンやＵターンの方も申し込みで
きます。

 県営住宅 
●募集団地　松本建設事務所管内（松本市、塩尻
市、安曇野市）の県営住宅
●申し込み　 2月13日㈬〜22日㈮に長野県住宅
供給公社松本事務所へお越しください。

問　�市営住宅・県営住宅ともに長野県住宅供給公
社松本事務所（☎4７－0240 ｆ4７－8902）

市営住宅・県営住宅の入居者募集

日

３
月
15
日
㈮
開
演
午
後
７
時

（
開
場
６
時
30
分
）　

場

波
田
文

化
セ
ン
タ
ー　

ア
ク
ト
ホ
ー
ル　

●
出
演
＝
中
村
あ
ゆ
み
、
は
な
わ　

￥

一
般
／
５
０
０
０
円
、
ペ
ア

（
２
枚
）
／
９
０
０
０
円　

※
全

席
指
定
・
税
込
。
未
就
学
児
入
場

不
可　

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
。
前
売

券
で
完
売
の
際
は
当
日
券
の
販
売

は
あ
り
ま
せ

ん
。　

問

波
田

文
化
セ
ン
タ
ー

（
月
曜
休
館　

☎
92

－

７
５
０

１　
ｆ
92

－

７

５
０
５
）

募
集

催
し

FMまつもとで「まつもとCity Navi」を放送しています。　放送日：毎週木曜日の午前7時30分～　（再放送：毎週土曜日の午後0時30分～）
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

美
術
館

博
物
館

日

２
月
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
正

午　

場

М
ウ
イ
ン
グ
６
階
ホ
ー

ル　

定

先
着
３
１
０
人　

※
要

事
前
申
し
込
み　

￥

無
料　

講

北
條
芳
隆
氏
／
東
海
大
学
教
授　

申
・
問

２
月
７
日
㈭
午
前
９
時

か
ら
電
話
で
、
文
化
財
課
埋
蔵
文

化
財
担
当
（
☎
85－

７
０
６
４　
ｆ

86－

９
１
８
９
）
へ

平
和
の
つ
ど
い

安
田
菜
津
紀
さ
ん
講
演
会

　

東
南
ア
ジ
ア
や
中
東
、
ア
フ
リ

カ
で
貧
困
や
難
民
の
問
題
を
取
材

し
、�

Ｔ
Ｂ
Ｓ
テ
レ
ビ
「
サ
ン
デ
ー

モ
ー
ニ
ン
グ
」
に
コ
メ
ン
テ
ー
タ

ー
と
し
て
も
出
演
さ
れ
て
い
る
、

フ
ォ
ト
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
・
安
田

菜
津
紀
さ
ん
の
講
演
会
を
行
い
ま

す
。
こ
の
機
会
に
、「
平
和
と
は

何
か
」
を
考
え
て
み
ま
せ
ん
か
。

発
掘
さ
れ
た
松
本
２
０
１
８　

〜
松
本
市
遺
跡
発
掘
報
告
会
〜

　

平
成
30
年
中
に
発
掘
調
査
を
行

っ
た
遺
跡
に
つ
い
て
、
各
現
場
担

当
者
が
調
査
の
成
果
を
報
告
し
ま

す
。

日

２
月
23
日
㈯
午
後
１
時
〜
４

時
25
分　

場

М
ウ
イ
ン
グ
６
階

ホ
ー
ル　

￥

無
料　

問

文
化
財

課
埋
蔵
文
化
財
担
当
（
☎
85－

７

０
６
４　
ｆ
86－

９
１
８
９
）

特
別
講
演

「
邪
馬
台
国
と
弘
法
山
古
墳
」

　
「
発
掘
さ
れ
た
松
本
」
の
20
周

年
を
記
念
し
て
、
国
史
跡
弘
法
山

古
墳
を
め
ぐ
る
最
新
の
研
究
成
果

や
邪
馬
台
国
と
の
関
連
に
つ
い
て
、

専
門
家
に
よ
る
特
別
講
演
を
開
催

し
ま
す
。

日

２
月
10
日
㈰
午
後
３
時
〜
５

時
（
開
場
２
時
30
分
）　
場

松
本

大
学
５
２
４
教
室　

定

２
０
０

人　

￥

無
料　

内

第
一
部
：
安

田
菜
津
紀
さ
ん
講
演
「
紛
争
地
に

生
き
る
子
ど
も
た
ち
〜
取
材
か
ら

見
え
て
き
た
こ
と
〜
」　

第
二

部
：
ト
ー
ク
セ
ッ
シ
ョ
ン
（
安
田

菜
津
紀
さ
ん
、
市
内
留
学
生
、
松

本
ユ
ー
ス
平
和
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
メ

ン
バ
ー
に
よ
る
語
り
合
い
）　
他

公
共
交
通
機
関
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。　

申

不
要　

問

平
和
推
進

課
（ 

本
２ 　

☎
33

－

４
７
７
０　

ｆ
33－

１
８
７
７
）

未
来
を
見
つ
け
る

職
場
見
学
会

　

市
内
の
も
の
づ
く
り
企
業
を
訪

問
し
、
も
の
づ
く
り
に
対
す
る
認

識
を
深
め
、
将
来
の
仕
事
選
び
に

役
立
て
い
た
だ
く
た
め
、
高
校
生

以
上
の
学
生
を
対
象
に
職
場
訪
問

を
行
い
ま
す
。
な
お
、
今
回
の
見

学
会
は
、
今
後
の
就
職
活
動
の
参

考
と
す
る
も
の
で
参
加
者
を
対
象

と
し
て
採
用
選
考
を
行
う
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。

対

高
校
、
専
門
・
専
修
学
校
、

短
大
、
大
学
生　

日

２
月
12
日

㈫
午
前
9
時
〜
午
後
５
時
（
受
け

付
け
は
8
時
50
分
か
ら
）　

●
行

程
＝
午
前
8
時
50
分
に
Ｊ
Ｒ
松
本

駅
ア
ル
プ
ス
口
集
合
・
受
け
付
け

し
、
市
内
の
企
業
３
社
を
バ
ス
で

訪
問
し
ま
す
。
午
後
５
時
頃
に
Ｊ

Ｒ
松
本
駅
ア
ル
プ
ス
口
で
解
散　

定

先
着
30
人　

申

２
月
８
日
㈮

ま
で
に
労
政
課
（
☎
35－

６
２
８

６　
ｆ
88－

７
６
６
９
）
へ　

松
本
地
区
合
同
就
職

面
接
会
を
開
催
し
ま
す

対

松
本
市
内
で
就
職
を
希
望
さ

れ
る
方
（
平
成
31
年
３
月
新
規
学

卒
未
内
定
者
を
含
む
）　
日

２
月

５
日
㈫
午
後
１
時
〜
３
時
30
分　

場

ア
ル
ピ
コ
プ
ラ
ザ
ホ
テ
ル　

３
階
ミ
ヤ
ビ
エ
（
深
志
１－

３－

21
）　

￥

無
料　

※
事
前
申
し
込

み
不
要　

問

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
松

本
企
画
部
門
（
☎
2７－

０
１
１
１

（
部
門
コ
ー
ド
43
＃
））、
ま
た
は

労
政
課
（
☎
35－

６
２
８
６　
ｆ
88

－

７
６
６
９
）
へ

ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・

バ
ラ
ン
ス
推
進
セ
ミ
ナ
ー

　

介
護
・
育
児
と
仕
事
を
両
立
し

な
が
ら
働
き
や
す
く
継
続
し
て
就

業
で
き
る
環
境
づ
く
り
の
実
現
に

む
け
て
、
開
催
し
ま
す
。

日

２
月
15
日
㈮
午
後
１
時
30
分

〜
４
時　

場

勤
労
者
福
祉
セ
ン

タ
ー　

２－

２
会
議
室　

定

先
着

60
人　

￥

無
料　

内

講
演
「
突

然
の
介
護
離
職
を
防
ぐ
た
め
に
」　

講

杉
山
逸
人
氏
／
社
会
保
険
労

務
士　

申
・
問

２
月
12
日
㈫
ま

で
に
労
政
課
（
☎
35－

６
２
８
６　

ｆ
88－

７
６
６
９
）
へ

「
人
権
映
画
の
日
」
を

開
催
し
ま
す

　

毎
月
第
１
水
曜
日
に
人
権
に
関

す
る
映
画
を
上
映
し
て
い
ま
す
。

日

３
月
６
日
㈬
午
後
３
時
〜
４

時
50
分　

●
上
映
作
品
＝
森
の
中

の
淑
女
た
ち
（
字
幕
）　
場

Ｍ
ウ

イ
ン
グ
３
階
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
室　

￥

無
料　

問

人
権
・
男
女
共
生

課
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ
3７－

１

１
５
３
）

私
た
ち
の
ま
ち
・
松
本
で

世
界
の
料
理
を
楽
し
も
う

　

台
湾
風
お
こ
わ
の
「
油ゆ

う
ふ
ぁ
ん飯」
と
、

タ
ピ
オ
カ
ミ
ル
ク
テ
ィ
ー
「
珍ち

ん

珠じ
ゅ
う

奶な
い

茶ち
ゃ

」
の
作
り
方
を
学
び
ま

す
。

日

３
月
1７
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
１
時　

場

М
ウ
イ
ン
グ
４
階

料
理
実
習
室　

定

先
着
20
人　

￥

１
０
０
０
円　

講

牛
山
梨
珠

氏　

持

エ
プ
ロ
ン
・
三
角
巾　

申
・
問

２
月
７
日
㈭
午
前
10
時

〜
３
月
８
日
㈮
に
多
文
化
共
生
プ

ラ
ザ
（
☎
39－

１
１
０
６　
ｆ
3７－

１
１
５
３
）
へ

催
し

　普段の生活の中で見過ごされが
ちな「地域のたから＝文化財」を
守り、まちづくりにつなげるには
どうしたらよいか、基調講演や事
例報告を通じて考えてみませんか。
　地域で文化財群を保存活用する
「まつもと文化遺産」の第1号認
定式も行います。

日　 3月10日㈰
　　午後1時30分〜4時40分
場　Мウイング6階ホール
　　※駐車場は有料
￥　無料　※申し込み不要
講　�村上佳代氏／文化庁地域文化
創生本部文化財調査官　

問　�文化財課�（ 大 ３  　☎34－3292 �
ｆ34－3290）

松本市歴史文化
基本構想シンポジウム
―まつもと文化遺産って何？―
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情報チャンネル

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

美
術
館

博
物
館

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
の
催
し

【
パ
ワ
ー
ポ
イ
ン
ト
入
門
】

　

図
（
写
真
）
や
図
形
の
挿
入
、

ス
ラ
イ
ド
シ
ョ
ー
の
実
行
、
ア
ニ

メ
ー
シ
ョ
ン
設
定
な
ど
を
学
び
ま

す
。

日

２
月
10
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
３
時�

場

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー

３
階
第
１
研
修
室　

定

先
着
11

人　

￥

２
２
５
０
円　

持

筆
記

用
具
、
昼
食　

申

２
月
３
日
㈰

か
ら
電
話
の
み　
　

【
ワ
ー
ド
基
礎
】

　

文
書
作
り
を
通
し
て
ワ
ー
プ
ロ

ソ
フ
ト
「
ワ
ー
ド
２
０
１
６
」
の

基
本
操
作
を
学
び
ま
す
。

日

２
月
13
日
㈬
・
14
日
㈭　

午

前
10
時
〜
午
後
３
時　

場

同
３

階
第
１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

３
２
７
０
円　

持

筆
記
用
具
、

昼
食　

申

２
月
６
日
㈬
か
ら
電

話
の
み

【
ワ
ー
ド
応
用
】

　

ワ
ー
ド
使
用
時
に
よ
く
あ
る
疑

問
を
解
決
し
、
効
率
的
な
操
作
の

ポ
イ
ン
ト
を
学
び
ま
す
。

対

ワ
ー
ド
基
礎
講
座
修
了
程
度

の
経
験
が
あ
る
方　

日

３
月
２

日
㈯
・
３
日
㈰　

午
前
10
時
〜
午

後
３
時　

場

同
３
階
第
１
研
修

室　

定

先
着
11
人　

￥

４
０
９

０
円　

持

筆
記
用
具
、
昼
食　

申

２
月
23
日
㈯
か
ら
電
話
の
み

【
エ
ク
セ
ル
基
礎
】

　

表
を
作
り
な
が
ら
表
計
算
ソ
フ

ト
「
エ
ク
セ
ル
２
０
１
６
」
の
基

本
操
作
を
学
び
ま
す
。

日

２
月
20
日
㈬
・
21
日
㈭
午
前

10
時
〜
午
後
３
時　

場

同
３
階

第
１
研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

４
０
９
０
円　

持

筆
記
用
具
、

昼
食　

申

２
月
13
日
㈬
か
ら
電

話
の
み　

【
エ
ク
セ
ル
上
級
Ⅲ
】

　
「
エ
ク
セ
ル
２
０
１
６
」
の
ピ

ボ
ッ
ト
テ
ー
ブ
ル
と
ピ
ボ
ッ
ト
グ

ラ
フ
、
マ
ク
ロ
の
活
用
を
学
び
ま

す
。

対

エ
ク
セ
ル
を
日
常
的
に
使
い
、

さ
ら
に
高
度
な
機
能
を
学
び
た
い

方　

日

２
月
24
日
㈰
午
前
10
時

〜
午
後
３
時　

場

同
３
階
第
１

研
修
室　

定

先
着
11
人　

￥

３

０
７
０
円　

持

筆
記
用
具
、
昼

食　

申

２
月
1７
日
㈰
か
ら
電
話

の
み

【
親
子
映
画
会
】

　
「
ま
ん
が
日
本
昔
ば
な
し
（
く

わ
ず
女
房
・
鮭
に
な
っ
た
ぼ
た

餅
・
む
り
ど
ん
・
小
僧
が
ま
）」

を
上
映
し
ま
す
。

日

２
月
16
日
㈯
午
前
10
時
〜
、

午
後
３
時
〜　

場

同
３
階
ホ
ー

ル　

定

１
５
０
人　

￥

無
料　

申

当
日
会
場
へ　
　
　
　
　
　

【
探
古
会
】

　
「
武
家
の
文
書
を
読
む
〜
そ
の

２
〜
」
を
テ
ー
マ
に
、
古
文
書
の

読
解
の
基
礎
・
実
習
・
歴
史
的
背

景
を
学
び
ま
す
。

日

２
月
1７
日
㈰
午
前
９
時
〜
正

午　

場

同
２
階
２
０
６
会
議
室　

定

先
着
40
人　

￥

５
１
０
円　

持

筆
記
用
具　

講

後
藤
芳
孝
氏

／
松
本
城
管
理
事
務
所
特
別
研
究

員　

申

２
月
10
日
㈰
か
ら
電
話

の
み

【
親
子
科
学
工
作
教
室

�

「
か
ん
た
ん
顕
微
鏡
づ
く
り
！
」】

　

ガ
ラ
ス
玉
を
使
っ
て
ミ
ニ
顕
微

鏡
を
作
り
ま
す
。
一
般
の
顕
微
鏡

の
使
い
方
も
学
び
ま
す
。

対

小
学
生
以
上　

日

２
月
23
日

㈯
午
前
９
時
〜
10
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
〜
３
時　

場

同
３
階

ス
タ
ジ
オ　

定

各
回
10
人　

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に
通
知
し

ま
す
。
￥

５
１
０
円　

申

２
月

１
日
㈮
〜
15
日
㈮
に
電
話
ま
た
は

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受
け
付
け

【
親
子
科
学
工
作
教
室

「
小
惑
星
探
査
機
は
や
ぶ
さ
の

�

工
夫
を
知
ろ
う
！
」】

　

カ
プ
セ
ル
を
使
っ
た
衝
撃
吸
収

実
験
、
エ
ッ
グ
ド
ロ
ッ
プ
な
ど
を

行
い
ま
す
。

対

小
学
生
以
上　

日

３
月
10
日

㈰
午
前
９
時
〜
10
時
30
分
、
午
後

１
時
30
分
〜
３
時　

場

同
３
階

ス
タ
ジ
オ　

定

各
回
10
人　

※

申
し
込
み
多
数
の
場
合
は
抽
選
。

開
催
日
の
４
日
前
ま
で
に
通
知
し

ま
す
。　

￥

５
１
０
円　

申

２

月
16
日
㈯
〜
３
月
２
日
㈯
に
電
話

ま
た
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か
ら
受

け
付
け

問

教
育
文
化
セ
ン
タ
ー
（
☎
32－

７
６
０
０
）

出
会
い
の
イ
ベ
ン
ト

参
加
者
募
集

　
「
ア
ロ
マ
と
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
の

素
敵
な
出
会
い
〜
コ
コ
ロ
と
カ
ラ

ダ
を
癒
す
特
別
な
１
日
〜
」
と
題

し
て
交
流
す
る
出
会
い
の
イ
ベ
ン

ト
で
す
。

対

結
婚
を
希
望
し
て
い
る
30
〜

40
歳
の
独
身
の
方
（
男
性
は
市
内

に
住
所
の
あ
る
方
優
先
）　
日

２

月
24
日
㈰
午
前
10
時
〜
午
後
３
時　

場

ザ
・
ブ
ラ
イ
ト
ガ
ー
デ
ン
（
高

宮
東
１－

28
）　

定

男
女
各
10
人

（
応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
）　

￥

男
性
４
０
０
０
円
、
女
性
２

０
０
０
円　

内

ア
ロ
マ
ミ
ス
ト

作
成
、
食
事
・
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
フ

ァ
ウ
ン
テ
ン
、
ゲ
ー
ム
・
ビ
ン
ゴ　

申
・
問

２
月
15
日
㈮
ま
で
に
松

本
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉

課
（
☎
2７－

３
３
８
１　
ｆ
2７－

２

２
３
９
）
ま
た
は
四
賀
地
区
地
域

づ
く
り
セ
ン
タ
ー
結
婚
推
進
担
当

（
☎
・
ｆ
64－

３
７
７
７
）
へ

催
し

催
し

テレビ松本Ｊ705チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、テレビ松本ケーブルビジョンとデジタル契約が必要です。
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相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

美
術
館

博
物
館

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の

催
し

【
御み

喜き

美み

江え

　
�

ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
リ
サ
イ
タ
ル
】

　

ク
ラ
シ
ッ
ク
・
ア
コ
ー
デ
ィ
オ

ン
の
世
界
的
な
第
一
人
者
が
ザ
・

ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
の
舞
台
に
初

め
て
登
場
し
ま
す
。
前
半
は
バ
ロ

ッ
ク
時
代
の
作
品
、
後
半
は
ア
コ

ー
デ
ィ
オ
ン
の
た
め
の
オ
リ
ジ
ナ

ル
を
含
む
現
代
の
作
品
を
演
奏
し

ま
す
。

日

３
月
２
日
㈯
午
後
４
時
開
演

（
３
時
30
分
開
場
）　

場

ザ
・
ハ

ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
メ
イ
ン
ホ
ー

ル
）　

￥

一
般
／
４
０
０
０
円
、

ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
／
３
０
０
０

円
、
25
歳
以
下
／
２
０
０
０
円

（
全
席
指
定
）　

●
出
演
＝
御
喜
美

江
（
ア
コ
ー
デ
ィ
オ
ン
）　

●
プ

ロ
グ
ラ
ム
＝
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ
ハ
：
平

均
律
ク
ラ
ヴ
ィ
ー
ア
曲
集
よ
り
、

Ｄ
．ス
カ
ル
ラ
ッ
テ
ィ
：
ソ
ナ
タ
、

Ｊ
．ケ
ー
ジ
：「
夢
」、
Ａ
．ピ
ア
ソ

ラ
：「
バ

チ
ン
の
少

年
」、「
白

い
自
転

車
」　

ほ

か　

●
託

児
＝
有
料
、

要
事
前
申

し
込
み

【
ふ
い
ご
の
唄
13
】

　

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
が
開

催
し
て
い
る
オ
ル
ガ
ン
レ
ッ
ス
ン

「
発
展
コ
ー
ス
」
の
受
講
生
が
、

成
果
発
表
と
し
て
修
了
演
奏
会
を

行
い
ま
す
。

日

３
月
10

日
㈰
午
後
２

時
開
演
（
１

時
30
分
開

場
）　

場

同

メ
イ
ン
ホ
ー

ル　

￥

無

料
（
全
席
自

由
）

【
カ
レ
フ
ァ
ッ
ク
ス
・

�

リ
ー
ド
・
ク
イ
ン
テ
ッ
ト
】

　

５
人
の
リ
ー
ド
楽
器
奏
者
に
よ

る
、
最
高
に
ク
ー
ル
な
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
が
オ
ラ
ン
ダ
か
ら
松
本
に
や

っ
て
来
ま
す
。
サ
ク
ソ
フ
ォ
ン
と

バ
ス
・
ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
が
加
わ
る

ユ
ニ
ー
ク
な
編
成
、
驚
き
の
テ
ク

ニ
ッ
ク
を
お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。

日

３
月
23
日
㈯
午
後
４
時
開
演

（
３
時
30
分
開
場
）　

場

同
メ
イ

ン
ホ
ー
ル　

￥

一
般
／
４
０
０

０
円
、
ハ
ー
モ
ニ
ー
メ
イ
ト
／
３

０
０
０
円
、
25
歳
以
下
／
１
５
０

０
円
（
全
席
指
定
）　

●
出
演
＝

カ
レ
フ
ァ
ッ
ク
ス
・
リ
ー
ド
・
ク

イ
ン
テ
ッ
ト
・
ア
ム
ス
テ
ル
ダ
ム　

●
プ
ロ
グ
ラ
ム
＝
Ｃ
．ド
ビ
ュ
ッ

シ
ー
：
子
供
の
領
分
、
Ｃ
．フ
ラ

ン
ク
：
前
奏
曲
、
フ
ー
ガ
と
変
奏

曲
、
Ｇ
．ガ
ー
シ
ュ
ウ
ィ
ン
：
パ

リ
の
ア
メ
リ
カ
人
、
Ｊ
．Ｓ
．バ
ッ

ハ
／
ブ
ゾ
ー
ニ
：
シ
ャ
コ
ン
ヌ
、

夏
田
昌
和
：
宙
吊
り
の
歌
、
Ｓ
．

ラ
イ
ヒ
：
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
カ
ウ

ン
タ
ー
ポ
イ
ン
ト　

●
託
児
＝
有

料
、
要
事
前
申
し
込
み

問

ザ
・
ハ
ー
モ
ニ
ー
ホ
ー
ル
（
☎

4７

－
２
０
０
４　
ｆ
4７

－

２
３
８

３
）

ⓒMarco�Borggreve

素
敵
な
新
年
度
を
迎
え
る
た
め
の

メ
イ
ク
ア
ッ
プ
講
座

　

新
年
度
を
笑
顔
で
迎
え
る
た
め

に
、
美
容
の
プ
ロ
か
ら
メ
イ
ク
ア

ッ
プ
方
法
や
肌
に
つ
い
て
の
知
識

を
学
び
ま
す
。

対

女
性　

日

２
月
20
日
㈬
午
前

10
時
〜
正
午　

場

パ
レ
ア
松
本

（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
３
階
）　

定

25
人　

￥

２
０
０
円　

講

メ
ナ
ー
ド
フ

ェ
イ
シ
ャ
ル
サ
ロ
ン
・
キ
タ
マ
ツ

モ
ト
の
ス
タ
ッ
フ　

持

ご
自
身

で
使
っ
て
い
る
化
粧
道
具
（
基
礎

化
粧
品
を
除
く
）　

●
託
児
＝
１

歳
以
上
未
就
学
児
、
３
０
０
円
／

人
。
２
月
13
日
㈬
ま
で
に
お
子
さ

ん
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
を
あ
わ

せ
て
要
申
し
込
み
。　

申
・
問

２

月
15
日
㈮
ま
で
に
、
パ
レ
ア
松
本

（
☎
39

－

１
１
０
５　
ｆ
3７

－

１
１

５
３　

ｍkyousei@
city.

m
atsum

oto.lg.jp

）
へ

東
日
本
大
震
災
避
難
者
支
援

事
業
「
交
流
学
習
会
」

　

東
日
本
大
震
災
か
ら
約
８
年
が

経
過
し
た
中
で
、
被
災
地
の
現
状

に
つ
い
て
避
難
者
と
市
民
が
共
に

学
ぶ
機
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

日

２
月
24
日
㈰
午
後
１
時
〜
４

時　

場

勤
労
者
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
会
議
室　

￥

無
料　

申

不
要　

内

①
講
演
「
福
島
か
ら
伝
え
た

い
こ
と
」・
上
映
（
相
馬
高
校
放

送
局
制
作
）　

②
交
流
会
（
講
師
、

元
放
送
局
所
属
生
徒
と
参
加
者
と

の
意
見
交
換
）　
講

渡
部
義
弘
氏

／
福
島
県
立
高
校
教
諭
、
相
馬
ク

ロ
ニ
ク
ル
主
宰　

●
託
児
＝
未
就

学
児
、
無
料
。
２
月
1７
日
㈰
ま
で

に
、
ま
つ
も
と
震
災
支
援
ネ
ッ

ト
・
伊
藤
（
０
９
０－

９
８
０
６－

５
０
８
６
）
へ
要
事
前
申
し
込
み　

問

市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ

ー
（ 

大
２ 　

☎
・
ｆ
88－

２
９
８

８
）

催
し
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情報チャンネル

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本
主
催
講
座

【
手
作
り
パ
ン
講
座

�

春
の
ス
イ
ー
ト
ひ
し
雛
パ
ン
】

　

お
花
畑
や
雛
飾
り
の
ひ
し
も
ち

を
イ
メ
ー
ジ
し
た
春
ら
し
い
可
愛

い
パ
ン
を
作
り
ま
す
。

日

３
月
３
日
㈰
午
前
10
時
〜
午

後
１
時　

場

ト
ラ
イ
あ
い
・
松

本　

料
理
実
習
室　

定

16
人　

￥

９
０
０
円
（
材
料
費
込
）　

講

小
沢
栄
子
氏
／
Ｊ
Ｈ
Ｂ
Ｓ
師
範　

持
エ
プ
ロ
ン
、
マ
ス
ク
、
三
角
巾
、

手
拭
き
タ
オ
ル
、
筆
記
用
具　

●

締
め
切
り
＝
２
月
21
日
㈭

【
フ
ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
講
座

春
を
呼
ぶ
ミ
モ
ザ
の
リ
ー
ス
作
り
】

　

人
権
に
関
す
る
記
念
日
国
際
女

性
デ
ー
（
毎
年
３
月
８
日
）
は
ミ

モ
ザ
の
日
と
も
い
わ
れ
て
い
ま
す
。

イ
タ
リ
ア
で
は
男
性
が
感
謝
を
込

め
て
女
性
に
ミ
モ
ザ
を
贈
る
そ
う

で
す
。
愛
と
幸
福
を
呼
ぶ
と
言
わ

れ
る
ミ
モ
ザ
の
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト

を
作
り
ま
す
。

日

３
月
５
日
㈫
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

場

同
研
修
室　

定

20
人　

￥

３
０
０
０
円
（
材

料
費
込
）　
講

石
川
る
み
氏
／
ベ

リ
ー
ベ
リ
ー
ロ
ー
ズ
主
宰　

持

花
切
り
ば
さ
み
、
持
ち
帰
り
用
の

袋
ま
た
は
箱　

●
締
め
切
り
＝
２

月
22
日
㈮

【
お
か
あ
さ
ん
の
た
め
の

�

再
就
職
応
援
講
座
（
全
2
回
）】

　

働
く
前
に
知
っ
て
お
き
た
い
お

話
と
自
己
理
解
を
深
め
る
講
座
で

す
。
子
育
て
と
仕
事
ど
ち
ら
も
が

ん
ば
り
た
い
方
を
応
援
し
ま
す
。

対

再
就
職
を
考
え
て
い
る
子
育

て
中
の
方　

日

３
月
６
日
・
13

日
の
水
曜
日　

午
前
10
時
〜
11
時

30
分　

場

同
研
修
室　

定

10
人　

￥

７
０
０
円
（
教
材
費
込
）　

講

田
中
千
晴
氏
／
産
業
カ
ウ
ン

セ
ラ
ー　

持

筆
記
用
具　

●
託

児
＝
定
員
６
人
。
１
歳
以
上
未
就

園
児
。
３
０
０
円
／
人　

●
締
め

切
り
＝
2
月
28
日
㈭

他

3
講
座
と
も
、
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
。
市
内
在
住
、
在
勤

の
方
優
先
。　

申
・
問

窓
口
ま
た

は
電
話
で
ト
ラ
イ
あ
い
・
松
本

（
☎
35

－

６
２
８
５　
ｆ
35

－

６
３

４
４
）
へ

春
休
み
エ
コ
ス
ク
ー
ル

参
加
者
募
集

　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
か
ら
繊
維
を
つ

く
る
実
験
を
行
い
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
の
仕
組
み
を
学

び
ま
す
。

対

市
内
在
住
の
小
中
学
生
と
そ

の
保
護
者
（
子
ど
も
１
人
に
対
し

て
保
護
者
１
人
ま
で
）　
日

３
月

20
日
㈬　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時

30
分　

場

㈱
環
境
技
術
セ
ン
タ

ー
（
笹
賀
５
６
５
２－

１
６
９
）

（
市
役
所
か
ら
無
料
バ
ス
の
送
迎

あ
り
）　

定

15
人
（
応
募
多
数
の

場
合
は
抽
選
）　
講

㈱
環
境
技
術

セ
ン
タ
ー
職
員　

￥

小
中
学
生

５
０
０
円
／
人　

申

３
月
４
日

㈪
締
切
日
必
着
で
、「
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
の
応
募
フ
ォ
ー
ム
」
ま
た

は
「
は
が
き
（
講
座
名
、
郵
便
番

号
、
住
所
、
参
加
者
全
員
の
名
前

と
年
齢
、
昼
間
連
絡
が
つ
く
電
話

番
号
、
バ
ス
利
用
の
有
無
を
記
入

の
上
、
〒
３
９
０－

８
６
２
０ 

丸

の
内
３－

７ 

環
境
政
策
課
エ
コ
ス

ク
ー
ル
担
当
へ
郵
送
）」
で
お
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。　
他

詳
細
は
、

締
切
日
以
降
に
参
加
者
に
ご
案
内

し
ま
す
。
安
全
上
、
乳
幼
児
を
連

れ
て
の
参
加
は
で
き
ま
せ
ん
。　

問

環
境
政
策
課
（ 

東
４ 　

☎
34

－

３
２
６
８　

ｆ
34

－

０
４

０
０
）

ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
を
知
ろ
う

〜
女
性
博
物
館
で
の
勤
務
か
ら
〜

　

青
年
海
外
協
力
隊
で
ベ
ト
ナ
ム

女
性
博
物
館
に
勤
務
経
験
の
あ
る

講
師
が
、
ベ
ト
ナ
ム
の
文
化
や
生

活
、
男
女
共
同
参
画
に
つ
い
て
話

し
ま
す
。

日

２
月
14
日
㈭
午
前
10
時
〜
11

時
30
分　

場

女
性
セ
ン
タ
ー
パ

レ
ア
松
本
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ　

３

階
）　

定

25
人　

￥

無
料　

講

新
関
三
保
子
さ
ん
／
青
年
海
外
協

力
隊
ベ
ト
ナ
ム
派
遣
経
験
者　

持

筆
記
用
具　

●
託
児
＝
１
歳

以
上
未
就
学
児
、
３
０
０
円
／
人
。

２
月
８
日
㈮
ま
で
に
お
子
さ
ん
の

名
前
・
年
齢
・
性
別
を
あ
わ
せ
て

要
申
し
込
み　

申
・
問

パ
レ
ア

松
本
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ
37－

１
１
５
３　

ｍkyousei@
city.

m
atsum

oto.lg.jp

）

平
成
30
年
度
あ
が
た
の
森

作
品
展
覧
会

　

あ
が
た
の
森
文
化
会
館
を
利
用

す
る
文
化
系
登
録
団
体
の
日
頃
の

学
習
成
果
発
表
の
場
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

日

２
月
21
日
㈭
〜
24
日
㈰
午
前

９
時
〜
午
後
５
時
（
最
終
日
は
午

後
３
時
ま
で
）　
場

あ
が
た
の
森

文
化
会
館
本
館　

２－

８
会
議

室
・
Ｉ
Ｔ
教
室　

￥

無
料　

内

絵
画
、
写
真
、
手
芸
、
書
道
、
彫

刻
、
俳
句
、
折
り
紙
等
の
展
示

（
内
容
が
変
更
と
な
る
場
合
も
あ

り
ま
す
。）　

問

あ
が
た
の
森
文

化
会
館
（
☎
32－

１
８
１
２ 

ｆ
33

－

９
９
８
６
）

催
し

催
し

あづみ野テレビCATV112チャンネルで松本市行政チャンネルを放送しています。ご覧いただくには、あづみ野テレビとデジタル契約が必要です。
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

松
本
キ
ッ
ズ
・
リ
ユ
ー
ス
ひ
ろ
ば

配
布
会

　

短
期
間
で
使
わ
な
く
な
っ
た
育

児
・
子
ど
も
用
品
を
市
民
の
皆
さ

ん
か
ら
提
供
い
た
だ
き
、
必
要
と

し
て
い
る
方
に
無
料
で
配
布
し
ま

す
。
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
子
育
て

相
談
窓
口
等
の
子
育
て
支
援
イ
ベ

ン
ト
や
リ
ユ
ー
ス
食
器
配
布
会
を

同
時
開
催
し
ま
す
。
子
育
て
支
援

イ
ベ
ン
ト
へ
の
参
加
は
応
募
不
要
。

詳
し
く
は
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

対

市
内
在
住
の
方　

日

３
月
５

日
㈫
午
前
11
時
〜
午
後
２
時　

場

ラ
ー
ラ
松
本　

屋
内
テ
ニ
ス

コ
ー
ト
（
島
内
７
４
１
２
）　

￥

無
料
（
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
は
一
部

有
料
）　

申

配
布
会
へ
参
加
す
る

に
は
、
往
復
は
が
き
に
よ
る
事
前

応
募
が
必
要
。
応
募
多
数
の
場
合

は
抽
選
。
返
信
面
の
宛
名
：
参
加

希
望
者
の
住
所
、
氏
名　

往
信
面

の
文
面
：
①
配
布
会
の
日
付　

②

住
所　

③
氏
名　

④
妊
娠
の
有
無　

⑤
配
布
会
へ
参
加
す
る
人
数　

⑥

配
布
希
望
品
（
１
：
衣
類
等
と
大

型
育
児
用
品
、２
：
衣
類
等
の
み
）　

⑦
衣
類
の
希
望
サ
イ
ズ
と
性
別　

⑧
託
児
希
望
の
有
無　

託
児
希
望

の
お
子
さ
ん
の
年
齢
（
月
齢
）、

性
別
、
氏
名　

往
信
面
の
宛
名
：

環
境
政
策
課
（
〒
３
９
０－

８
６

２
０　

丸
の
内
３－

７
）
と
記
入

の
上
、
お
送
り
く
だ
さ
い
。　

●

応
募
締
め
切
り
＝
２
月
22
日
㈮
必

着　

問

環
境
政
策
課
（ 

東
４ 　

☎
34－

３
２
６
８　
ｆ
34－

０
４
０

０
）

第
７
回
プ
ラ
チ
ナ
フ
ォ
ー
ラ
ム

　

プ
ラ
チ
ナ
世
代
の
皆
さ
ん
が
培

っ
て
き
た
ス
キ
ル
や
経
験
を
生
か

し
た
生
き
が
い
・
や
り
が
い
の
あ

る
活
動
へ
と
つ
な
げ
る
場
と
し
て

開
催
し
ま
す
。

対

プ
ラ
チ
ナ
世
代
（
シ
ル
バ
ー

で
も
ゴ
ー
ル
ド
で
も
な
く
、
歳
月

を
重
ね
て
も
色
あ
せ
る
こ
と
な
く

輝
き
続
け
る
元
気
な
シ
ニ
ア
世
代

を
い
い
、
お
お
む
ね
55
歳
以
上
の

方
が
自
ら
の
意
志
で
定
義
し
ま

す
）　
日

３
月
９
日
㈯
午
後
１
時

〜
４
時
30
分　

場

松
南
地
区
公

民
館
（
な
ん
な
ん
ひ
ろ
ば
）
３
階

大
会
議
室　

定

先
着
１
０
０
人

（
要
申
し
込
み
）　

￥

３
０
０
円

（
資
料
・
お
茶
菓
子
代
）　

内

①

基
調
講
演
「
心
の
体
操
〜
笑
う
門

に
は
福
来
た
る
！
〜
」　

②
ス
テ

ー
ジ
発
表
（「
プ
ラ
チ
ナ
コ
ー
ラ

ス
隊
」
に
よ
る
ウ
ェ
ル
カ
ム
コ
ン

サ
ー
ト
、「
プ
ラ
チ
ナ
サ
ポ
ー
タ

ー
ズ
松
本
」
の
活
動
紹
介
）　

③

交
流
会
（
テ
ー
マ
「
笑
っ
て
、
輝

け
、
プ
ラ
チ
ナ
人
生
！
」）　

講

田
中
髙
政
氏
／
元
長
野
県
看
護
大

学
助
教
、
前
佐
久
大
学
准
教
授
、

日
本
笑
い
学
会
信
州
支
部
長　

申
・
問

２
月
１
日
㈮
〜
３
月
１

日
㈮
に
市
民
活
動
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
（ 

大
２ 　

☎
・
ｆ
88－
２
９

８
８
）
へ

女
性
の
た
め
の
離
婚
に
関
す
る

法
律
セ
ミ
ナ
ー

　

離
婚
の
際
に
知
っ
て
お
き
た
い

法
的
な
ポ
イ
ン
ト
を
女
性
弁
護
士

が
解
説
し
ま
す
。

対

夫
婦
関
係
・
離
婚
に
悩
ん
で

い
る
女
性　

日

２
月
28
日
㈭
午

前
10
時
〜
正
午　

場

パ
レ
ア
松

本
（
Ｍ
ウ
イ
ン
グ
３
階
）　

定

25

人　

￥

２
０
０
円　

講

李り

栄よ
ん

愛え

氏
／
野
村
法
律
事
務
所
所
属
弁
護

士　

持

筆
記
用
具　

●
託
児
＝

１
歳
以
上
未
就
学
児
、
３
０
０
円

／
人
。
２
月
21
日
㈭
ま
で
に
お
子

さ
ん
の
名
前
・
年
齢
・
性
別
を
あ

わ
せ
て
要
申
し
込
み
。　

申
・
問

２
月
26
日
㈫
ま
で
に
、
パ
レ
ア
松

本
（
☎
39－

１
１
０
５　
ｆ
37－

１

１
５
３
）
へ

第
３
回
は
た
映
画
上
映
会

「
禁
じ
ら
れ
た
遊
び
」

　

世
界
映
画
史
に
残
る
不
朽
の
名

作
を
、
棟
居
淳
さ
ん
の
ギ
タ
ー
の

ミ
ニ
ラ
イ
ブ
と
と
も
に
お
楽
し
み

く
だ
さ
い
。

日

３
月
21
日
㈷
午
後
２
時　

場

波
田
文
化
セ
ン
タ
ー　

ア
ク
ト
ホ

ー
ル　

￥

一
般
／
１
０
０
０
円
、

シ
ニ
ア
（
65
歳
以
上
）
／
８
０
０

円
、
ペ
ア
（
一
般
２
枚
）
／
１
６

０
０
円　

※
全
席
指
定
・
税
込
。

チ
ケ
ッ
ト
発
売
中
。
前
売
券
で
完

売
の
際
に
は
当
日
券
の
販
売
は
あ

り
ま
せ
ん
。　

問

波
田
文
化

セ
ン
タ
ー（
月

曜
休
館　

☎

92

－

７
５
０
１　

ｆ
92

－

７
５
０

５
）

松し
ょ
う
も
ん門
文
庫
を
語
る
集
会

　

松
本
の
製
糸
業
の
繁
栄
を
今
に

伝
え
る
「
松
門
文
庫
」。
窪く

ぼ

田た

畔く
ろ

夫お

の
松
本
地
域
へ
の
貢
献
を
伝
え
、

蔵
書
を
市
民
に
公
開
す
る
た
め
大

正
８
年
に
現
在
の
浅
間
温
泉
に
建

て
ら
れ
ま
し
た
。
こ
の
和
洋
折
衷

の
建
物
「
松
門
文
庫
」
の
思
い
出

と
利
活
用
に
つ
い
て
語
り
あ
い
ま

し
ょ
う
。

日

２
月
11
日
㈷
午
後
１
時
、
３

月
10
日
㈰
午
後
１
時　

場

浅
間

温
泉
文
化
セ
ン
タ
ー
大
会
議
室　

定

１
０
０
人
程
度　

￥

無
料　

申
・
問

２
月
5
日
㈫
ま
で
に
、

本
郷
地
区
地
域
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

（
☎
46－

１
５
０
０　
ｆ
45－

１
０
１

４
）

ⓒ1952�STUDIOCANAL

催
し
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情報チャンネル

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

ラ
ー
ラ
松
本

バ
レ
ン
タ
イ
ン
イ
ベ
ン
ト

　

三
志
郎
＆
Ｙ
Ｏ
Ｋ
Ｏ
の
お
も
し

ろ
マ
ジ
ッ
ク
シ
ョ
ー
を
開
催
し
ま
す
。

日

２
月
17
日
㈰
午
後
１
時
30
分

〜
２
時
30
分　

場

ラ
ー
ラ
松
本　

３
階
エ
ア
ロ
ビ
ク
ス
ス
タ
ジ
オ　

定

50
人　
￥

無
料　
申
・
問

ラ

ー
ラ
松
本
（
☎
48－

１
１
１
０　
ｆ

48－

１
３
５
５
）

【
観
光
温
泉
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

江
ノ
電
に
乗
っ
て
鎌
倉
散
策

日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー

　

姉
妹
都
市
で
あ
る
神
奈
川
県
藤

沢
市
へ
の
日
帰
り
バ
ス
ツ
ア
ー
で

す
。
今
回
は
、
江
の
島
で
海
の
幸

の
昼
食
を
堪
能
し
、
午
後
に
は
専

門
ガ
イ
ド
が
古
都
鎌
倉
を
案
内
し

ま
す
。

日

３
月
８
日
㈮
・
12
日
㈫
・
14

日
㈭　

●
集
合
＝
松
本
駅
ア
ル
プ

ス
口
／
午
前
７
時
出
発　

￥

１

人
１
万
円　

内

江
の
島
散
策
と

海
の
幸
昼
食
、
専
門
ガ
イ
ド
の
案

内
で
鎌
倉
見
学
、
江
ノ
電
乗
車
な

ど
。
食
事
昼
１
、
添
乗
員
付
、
最

少
催
行
人
員
20
人　

他

詳
し
い

旅
行
条
件
を
記
載
し
た
書
面
を
お

渡
し
し
ま
す
の
で
、
ご
確
認
の
上
、

お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。　

申
・

問

旅
行
企
画
・
実
施　

ア
ル
ピ

コ
交
通
株
式
会
社（
井
川
城
２－

１

－

１　

☎
24

－

１
１
８
０　
ｆ
26

－

７
７
８
０
）　

※
平
日
の
み

午
前
10
時
〜

午
後
５
時
30

分　
長
野
県

知
事
登
録
旅

行
業
第
２－

１
６
３
号　

全
国
旅
行
業

協
会
会
員

柔
剣
道
場
と
弓
道
場
の
教
室

　

1
日
だ
け
の
参
加
も
で
き
ま
す
。

【
広
ー
い
畳
で
親
子
か
ら
だ
遊
び
】

　

畳
の
上
で
、
這
う
、
走
る
、
転

が
る
ジ
ャ
ン
プ
す
る
！

対

１
〜
３
歳
の
お
子
さ
ん
と
保

護
者　

日

２
月
４
日
・
18
日
の

月
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分　

場

柔
剣
道
場
２
階
柔
道

場　

定

20
組
程
度　

￥

１
回
５

０
０
円　

講

分
藤
香
氏　

持

動

き
や
す
い
服
装
、
飲
み
物

【
ゆ
っ
た
り
ヨ
ー
ガ
教
室
】

日

２
月
４
日
〜
25
日
の
毎
週
月

ス
ポ
ー
ツ

曜
日
、
２
月
８
日
〜
３
月
１
日
の

毎
週
金
曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午　

場

弓
道
場
２
階
会
議
室　

定

15

人　

￥

１
回
１
０
０
０
円　

講

大
沢
瑠
美
氏　

持

動
き
や
す
い

服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
シ
ニ
ア
の
た
め
の
ヨ
ー
ガ
教
室
】

対

60
歳
以
上
の
方　

日

２
月
８

日
〜
３
月
１
日
の
毎
週
金
曜
日　

午
後
１
時
30
分
〜
３
時　

場

弓

道
場
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１
回
８
０
０
円　

講

大
沢
瑠

美
氏　

持

動
き
や
す
い
服
装
、

飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
日
常
を
ら
く
に
す
る
・

�

の
び
の
び
ヨ
ガ
】

日

２
月
６
日
〜
27
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
前
10
時
〜
正
午　

場

弓
道
場
２
階
会
議
室　

定

15
人　

￥

１
回
１
０
０
０
円　

講

舟
橋

嘉
奈
子
氏　

持

動
き
や
す
い
服

装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
優
し
い
ス
ト
レ
ッ
チ
・

�

ピ
ラ
テ
ィ
ス
】

日

２
月
６
日
〜
27
日
の
毎
週
水

曜
日　

午
後
１
時
15
分
〜
2
時
15

分　

場

弓
道
場
２
階
会
議
室　

定

20
人　

￥

1
回
７
０
０
円　

講

原
秀
子
氏　

持

動
き
や
す
い

服
装
、
飲
み
物
、
ヨ
ガ
マ
ッ
ト

【
マ
マ
と
ベ
ビ
ー
の
ヨ
ガ
教
室
】

対

産
後
２
カ
月
以
降
の
乳
児
と

母
親　

日

２
月
７
日
〜
28
日
の

毎
週
木
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜

11
時
30
分　

場

弓
道
場
２
階
会

議
室　

定

15
組　

￥

1
回
７
０

０
円　

講

瀧
本
和
子
氏　

持

ヨ

ガ
マ
ッ
ト
、
バ
ス
タ
オ
ル
、
お
む

つ
、
飲
み
物

申
・
問

弓
道
場・柔
剣
道
場（
☎
・

ｆ
36

－

０
８
３
４　

ｈhttp ://
w

w
w

.s

－seiun.co.jp/shise 
tsu/m

atsum
oto/

）

ボ
ッ
チ
ャ
体
験
教
室
参
加
者
募
集

　

ボ
ッ
チ
ャ
は
、
パ
ラ
リ
ン
ピ
ッ

ク
の
正
式
種
目
で
、
誰
で
も
楽
し

め
る
ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。
頭

脳
を
使
う
タ
ー
ゲ
ッ
ト
ス
ポ
ー
ツ

で
、
車
椅
子
利
用
者
で
も
気
軽
に

で
き
ま
す
。
楽

し
み
な
が
ら
認

知
機
能
を
鍛
え
、

介
護
予
防
・
運

動
不
足
解
消
を

目
指
し
ま
し
ょ

う
。

日

２
月
22
日
㈮
午
後
７
時
〜
９

時
、
23
日
㈯
午
前
10
時
〜
正
午　

場

Ｍ
ウ
イ
ン
グ
５
階
レ
ク
リ
エ

ー
シ
ョ
ン
室　

持

上
履
き　

￥

無
料　

定

先
着
36
人　

講

日
本

ボ
ッ
チ
ャ
協
会
公
認
上
級
審
判
員
、

長
野
県
ボ
ッ
チ
ャ
協
会
選
手
、
中

級
障
が
い
者
ス
ポ
ー
ツ
指
導
員　

申
・
問

２
月
８
日
㈮
か
ら
生
涯

学
習
課
・
中
央
公
民
館
（
☎
32－

１
１
３
２　
ｆ
37－

１
１
５
３
）
へ

催
し

催
し

ス
ポ
ー
ツ

テレビ信州で市政広報番組「市民ロータリーまつもと」を放送しています。放送日：２月９日・16日㈯午前11時35分～
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄
内
こ
ど
も
春
休

み
短
期
水
泳
教
室
募
集

対

お
た
め
し
短
期
ク
ラ
ス
は
３

歳
か
ら
小
学
生
で
顔
が
水
に
つ
け

ら
れ
な
い
方
、
通
常
短
期
ク
ラ
ス

は
４
歳
か
ら
小
学
生
で
ク
ロ
ー
ル

が
泳
げ
な
い
方
、
特
別
短
期
ク
ラ

ス
は
小
学
生
か
ら
中
学
生
で
ク
ロ

ー
ル
が
泳
げ
る
方　

日

お
た
め

し
短
期
ク
ラ
ス
／
①
３
月
２
日

㈯
・
３
日
㈰
、
②
３
月
９
日
㈯
・

10
日
㈰
、
③
３
月
16
日
㈯
・
17
日

㈰
、
④
３
月
23
日
㈯
・
24
日
㈰
、

⑤
３
月
30
日
㈯
・
31
日
㈰
、
通
常

短
期
ク
ラ
ス
／
第
１
期
３
月
20
日

㈬
〜
22
日
㈮
、
第
２
期
３
月
27
日

㈬
〜
29
日
㈮
、
特
別
短
期
ク
ラ
ス

／
３
月
26
日
㈫
〜
29
日
㈮　

各
ク

ラ
ス
午
前
９
時
〜
10
時　

場

庄

内
屋
内
プ
ー
ル　

定

お
た
め
し

短
期
ク
ラ
ス
／
各
５
人
、
通
常
短

期
ク
ラ
ス
／
各
20
人
、
特
別
短
期

ク
ラ
ス
／
10
人　

￥

お
た
め
し

短
期
ク
ラ
ス
（
２
日
間
）
／
３
０

０
０
円
、
通
常
短
期
ク
ラ
ス
（
３

日
間
）
／
４
０
０
０
円
、
特
別
短

期
ク
ラ
ス
（
４
日
間
）
／
４
５
０

０
円　

申

・
問

ゆ
め
ひ
ろ
ば
庄

内
（
☎
24－

２
１
１
１　
ｆ
24－

１

６
１
２
）

２
月
の
休
日
つ
ど
い
の
広
場

　

未
就
園
の
子
ど
も
と
そ
の
保
護

者
を
対
象
に
、
日
曜
日
に
親
子
で

出
か
け
ら
れ
る
場
所
と
し
て
開
催

し
ま
す
。

日

２
月
17
日
㈰
午
前
９
時
〜
午

後
２
時　

￥

無
料　

内

子
育
て

支
援
員
に
よ
る
育
児
相
談
、
パ
パ

と
楽
し
む
『
弦
楽
四
重
奏
』
〜
普

段
ふ
れ
る
機
会
の
少
な
い
弦
楽
器

の
生
の
音
色
を
楽
し
み
ま
し
ょ
う

〜
（
午
前
11
時　

演
奏
：Q

ua 
rtet Ryo

の
皆
さ
ん
）　
問

こ
ど

も
育
成
課
（ 
東
別
１ 　

☎
34－

３

２
６
１　
ｆ
34－

３
３
０
９
）

ファ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・セ
ン
タ
ー

事
務
局
交
流
会
・
出
張
登
録
会

　

フ
ァ
ミ
リ
ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ

ン
タ
ー
で
は
、
子
育
て
の
援
助
を

受
け
た
い
方
（
依
頼
会
員
）
と
支

健
康
・
福
祉

援
を
す
る
方
（
協
力
会
員
）
が
会

員
と
な
り
、
子
育
て
の
サ
ポ
ー
ト

を
有
料
で
行
っ
て
い
ま
す
。

【
交
流
会
】

　

こ
の
事
業
を
知
っ
て
い
た
だ
く

た
め
、
ま
た
、
会
員
同
士
の
親
睦

を
深
め
る
た
め
に
交
流
会
を
行
い

ま
す
。
会
員
以
外
の
方
も
協
力
会

員
と
し
て
支
援
を
考
え
て
い
る
方

の
参
加
も
お
待
ち
し
て
い
ま
す
。

日

３
月
３
日
㈰
午
前
10
時
〜
11

時
30
分
（
受
け
付
け
9
時
45
分

〜
）　
場

庄
内
地
区
公
民
館　

大

会
議
室　
内

ひ
な
祭
り「
琴
の
音

コ
ン
サ
ー
ト
」・
茶
話
会　
講

蒲

生
奈
津
美
氏　

定

30
人　

※
要

予
約
。
親
子
で
参
加
で
き
ま
す
。　

￥

無
料

【
出
張
登
録
会
】

　

新
規
登
録
の
た
め
、
各
こ
ど
も

プ
ラ
ザ
で
出
張
登
録
会
を
行
い
ま

す
の
で
、
こ
の
機
会
に
ご
登
録
く

だ
さ
い
。

日
・
場

①
２
月
13
日
㈬
午
前
９

時
〜
正
午　

小
宮
こ
ど
も
プ
ラ
ザ　

②
２
月
28
日
㈭
午
前
９
時
〜
正
午　

南
郷
こ
ど
も
プ
ラ
ザ　

③
３
月
７

日
㈭
午
前
９
時
〜
正
午　

こ
ど
も

プ
ラ
ザ
筑
摩　

④
３
月
８
日
㈮
午

前
９
時
〜
正
午　

波
田
こ
ど
も
プ

ラ
ザ　

持

印
鑑　

問

フ
ァ
ミ
リ

ー
・
サ
ポ
ー
ト
・
セ
ン
タ
ー
事
務

局
（
☎
34－

３
３
０
８　
ｆ
34－

３

３
０
９
）

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

　高齢者肺炎球菌の定期接種と、76歳以上の任意接種に対す
る補助は、平成31年 3 月31日までです。接種を希望される方
は 3 月31日までに接種してください。
対  高齢者肺炎球菌定期予防接種と任意接種補助制度の対象者

申・問　健康づくり課（ 東２  　☎34－3217 ｆ39－2523）

高齢者肺炎球菌の
予防接種はお済みですか？

定期接種 任意接種補助制度
◦�年度内に65,70,75,80,85,90,95,100
歳になる方
◦�60～64歳の方で、ハイリスク者※

定期接種対象者を除く、
◦�年度内に76歳以上になる方
◦66～74歳の方でハイリスク者※

ただし、過去に一度でもこの予防接種を受けたことのある方は対象外です。
※�心臓・腎臓・呼吸機能またはヒト免疫不全ウイルスによる障害を有す
る方で身体障害者手帳 1級をお持ちの方

定期接種 任意接種補助制度

料　金 自己負担：2,000円
生活保護世帯は無料

3,000円分の補助
（自己負担は、医療機関の
定める接種料金から3,000
円を引いた金額）

持ち物

市の発行する「予診票兼接種券」
（対象の方には平成30年 6 月末に
個人通知で送付しています。お手
元にない方は健康づくり課、保健
センター、支所・出張所までお越
しください。）

市の発行する補助券
（接種前に申請をすると補
助券を交付します。申請
書を健康づくり課、保健
センター、支所・出張所
に提出してください）
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相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

情報チャンネル
障
害
者
控
除
対
象
者
認
定
書
の
交
付

　

介
護
保
険
制
度
の
要
介
護
・
要

支
援
認
定
を
受
け
た
65
歳
以
上
の

方
は
、
障
害
者
控
除
を
受
け
ら
れ

る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

　

控
除
に
必
要
な
障
害
者
控
除
対

象
者
認
定
書
は
、
障
害
者
に
準
ず

る
障
害
の
程
度
で
あ
る
こ
と
な
ど

が
、
要
介
護
・
要
支
援
認
定
関
係

書
類
か
ら
確
認
で
き
る
場
合
に
交

付
さ
れ
ま
す
。

申
・
問

高
齢
福
祉
課（ 

本
北
２ 　
☎

34－

３
２
１
４　
ｆ
34－

３
０
１
６
）

お
む
つ
に
係
る
費
用
の
医
療
費

控
除
の
手
続
き

　

寝
た
き
り
状
態
で
、
治
療
上
お

む
つ
の
使
用
が
必
要
な
高
齢
者
は
、

お
む
つ
の
費
用
に
つ
い
て
医
療
費

控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

１
年
目
の
申
告
は
、
医
師
が
発
行

し
た
「
お
む
つ
使
用
証
明
書
」
が

必
要
で
す
が
、
２
年
目
以
降
、
介

護
保
険
の
要
介
護
認
定
を
受
け
て

い
る
方
に
つ
い
て
は
、
医
師
に
代

わ
っ
て
市
が
無
料
で
証
明
で
き
る

場
合
が
あ
り
ま
す
。

申
・
問

高
齢
福
祉
課（ 

本
北
２  

☎

34－

３
２
１
４　
ｆ
34－

３
０
１
６
）

健
康
サ
ポ
ー
ト
教
室

　

肩
こ
り
、
腰
痛
、
膝
痛
の
予
防
、

転
倒
予
防
、
ダ
イ
エ
ッ
ト
等
を
目

的
と
し
た
運
動
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
心

の
教
室
で
す
。
定
期
的
に
筋
肉
量

や
脂
肪
量
を
測
定
し
、
か
ら
だ
の

変
化
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
す
。

対

市
内
に
在
住
か
通
勤
・
通
学

の
方　

日

２
月
13
日
・
20
日
・

27
日
、
３
月
６
日
・
20
日
・
27
日

の
水
曜
日　

午
前
10
時
30
分
〜
11

時
30
分　

定

各
10
人
程
度
（
要

予
約
）　

￥

初
回
体
験
特
別
価
格

１
０
０
０
円
、
通
常
は
１
回
券
１

６
２
０
円
、
回
数
券
５
２
０
０
円

（
４
回
分
）　

講

土
井
麻
弓
氏
／

健
康
運
動
指
導
士
（
松
本
大
学 

地
域
健
康
支
援
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
）　

持

運
動
の
し
や
す
い
服
装
、
飲

み
物
、
タ
オ
ル　

場
・
申
・
問

梓
水
苑
（
☎
78－

５
５
５
０　
ｆ
78

－
５
５
５
５
）

児
童
手
当
２
月
期
分
の
支
給

　

児
童
手
当
２
月
期
分
（
10
〜
１

月
分
）
を
支
給
し
ま
す
。
支
給
日

は
、
２
月
15
日
㈮
で
す
。
振
込
先

は
、
請
求
者
（
養
育
者
）
名
義
の

口
座
で
す
。
ご
確
認
く
だ
さ
い
。

●
支
給
対
象
者
＝
中
学
校
卒
業
ま

で
（
15
歳
の
誕
生
日
の
最
初
の
３

月
31
日
ま
で
）
の
児
童
を
養
育
し

て
い
る
方　

他

所
得
制
限
が
あ

り
ま
す
。
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
の
所
得
が
所
得
制
限
限
度
額
以

上
の
場
合
は
、
特
例
給
付
と
し
て

支
給
対
象
児
童
一
人
に
つ
き
、
一

律
５
０
０
０
円
を
支
給
し
ま
す
。　

問

こ
ど
も
福
祉
課
（ 

東
１ 　

☎

33－

９
８
５
５　
ｆ
36－

９
１
１
９
）

ま
つ
も
と
「
城
の
ま
ち
」

フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ

　

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
フ
ー
ド
バ
ン
ク
信

州
で
は
、
食
品
ロ
ス
削
減
と
生
活

困
窮
者
支
援
の
た
め
、
ご
家
庭
で

不
要
と
な
っ
た
食
品
を
集
め
ま
す
。

12
月
の
フ
ー
ド
ド
ラ
イ
ブ
で
は
、

18
人
の
方
か
ら
、
２
５
５
点
の
食

品
を
寄
付
い
た
だ
き
ま
し
た
。
寄

付
い
た
だ
い
た
食
品
は
、
こ
ど
も

食
堂
な
ど
で
活
用
し
ま
す
。
今
月

も
ご
協
力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し

ま
す
。

日

２
月
21
日
㈭
午
前
10
時
〜
午

後
１
時　

場

市
役
所
東
庁
舎
１

階
市
民
課
相
談
室　

●
寄
付
で
き

る
食
品
＝
カ
ッ
プ
麺
、
缶
詰
、
レ

ト
ル
ト
食
品
、
乾
麺
、
お
米
な
ど

保
存
で
き
る
も
の
。
た
だ
し
、
以

下
の
も
の
に
限
り
ま
す
。
○
賞
味

期
限
が
明
記
さ
れ
、
１
カ
月
以
上

あ
る
も
の
（
お
米
を
除
く
）　

○

未
開
封
の
も
の　

○
包
装
や
外
装

が
破
損
し
て
い
な
い
も
の　

○
肉

や
野
菜
な
ど
の
生
鮮
食
品
以
外
の

も
の　
問
環
境
政
策
課（ 

東
４ 　
☎

34－

３
２
６
８　
ｆ
34－

０
４
０
０
）

高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
防
止

市
民
啓
発
講
演
会
を
開
催

　

高
齢
者
・
障
害
者
虐
待
に
つ
い

て
正
し
く
理
解
し
、
早
期
発
見
・

早
期
解
決
へ
つ
な
げ
る
た
め
の
講

演
会
で
す
。

日

２
月
27
日
㈬
午
後
１
時
30
分

〜
３
時
30
分　

場

ザ
・
ハ
ー
モ

ニ
ー
ホ
ー
ル　

小
ホ
ー
ル　

￥

無
料
（
事
前
申
し
込
み
不
要
）　

講

萱
津
公
子
氏
／
長
野
大
学
社

会
福
祉
学
部
社
会
福
祉
学
科
特
任

教
授
、
土
屋
学
氏
／
長
野
県
弁
護

士
会　

問

高
齢
福
祉
課
中
央
地

域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
（ 

本
北
１ 　

☎
34－

３
２
３
７　
ｆ
34－

３
０
２

６
）

2月の こどもプラザ
☆ 印の講座・行事は、予約が必要です。 2 月 6 日㈬か

ら電話で各こどもプラザ（平日午後 1 時〜 4 時）に
お申し込みください。

☆印の日の通常利用は、午後1 時からです。
＊ 講座・行事の詳細は、各こどもプラザへお問い合わせ

ください。
こどもプラザ（筑摩）（☎29－3400 ｆ29－3401）

☆ 2 月14日㈭午前10時～
講座「子どもの育ち」
～親子でからだあそび～
対 2 歳児以上の親子　定25組

　 2 月21日㈭午前 9 時30分～
安心ルームの子育て相談日
※受け付けは先着順。
混雑状況により受け付けを終了す
る場合があります。

☆ 3 月 1 日㈮午前10時～
季節のお楽しみ
～ひなまつりコンサート～
定50組

小宮こどもプラザ（☎・ｆ47－8310）
　 2 月22日㈮午前10時～ 安心ルームの栄養相談
　 2 月27日㈬午前10時30分～ 作って飾ろう　～おひなさま～
☆ 2 月28日㈭午前10時30分～ 講座「救命救急講習会」　定25組
※ 3 月 5 日㈫は館内清掃のため休館です。
南郷こどもプラザ（☎・ｆ32－6315）
☆ 2 月12日㈫午前10時～ 講座「リラクゼーションストレッチ」

対 0 歳児の親子　定20組
　 2 月19日㈫午前10時～ 作って飾ろう　～おひなさま～

☆ 3 月 5 日㈫午前10時～ 早春のお楽しみ会　～春よ来い～
定40組

※ 3 月 1 日㈮は館内清掃のため休館です。
波田こどもプラザ（☎91－3113 ｆ91－3114）
　 2 月 6 日㈬午前10時45分～ あ～そ～ぼのハッピータイム

　 2 月 8 日㈮午前10時～
安心ルームの子育て相談日
※受け付けは先着順。混雑状況に
より受け付けを終了する場合があ
ります。

　 2 月20日㈬午前10時～ 作って飾ろう　～おひなさま～

☆ 2 月27日㈬午前10時～

講座「産後ヨガ」
～心も体もリフレッシュ～
場波田保健福祉センター　定30人
●託児＝30人（ 1 人300円）　
●託児会場＝波田こどもプラザ

健
康
・
福
祉

健
康
・
福
祉

ツイッターで松本市の情報をつぶやいています。　松本市公式アカウント：＠Matsumoto_city
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対対象　日日時・日程　場会場　￥料金　定定員　内内容　講講師　問問い合わせ　持持ち物
他その他　受受け付け　申申し込み　ｍ電子メールアドレス　ｈホームページアドレス

相
談

お
知
ら
せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

休
日
保
育
・
病
後
児
保
育
登
録

受
け
付
け
の
お
知
ら
せ

　

31
年
度 

休
日
保
育
、
病
後
児

保
育
の
登
録
受
け
付
け
を
開
始
し

ま
す
。
い
ず
れ
も
満
１
歳
以
上
就

学
前
の
お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し

ま
す
。

・
休
日
保
育
（
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
）：

日
曜
・
祝
日
に
保
護
者
が
仕
事
・

病
気
・
冠
婚
葬
祭
等
の
理
由
の
た

め
、
家
庭
で
保
育
で
き
な
い
と
き
。

・
病
後
児
保
育
（
こ
ど
も
プ
ラ

ザ
・
南
郷
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
）：
病

気
回
復
期（
病
気
は
治
っ
て
い
る
）

で
集
団
保
育
に
出
す
の
は
心
配
だ

が
、保
護
者
が
仕
事
・
病
気
・
冠

婚
葬
祭
等
の
理
由
の
た
め
、家
庭

で
保
育
で
き
な
い
と
き
。

●
登
録
開
始
＝
31
年
３
月
１
日
㈮

〜　

●
受
付
時
間
＝
午
後
１
時
〜

４
時　

※
上
記
の
時
間
に
来
ら
れ

な
い
方
は
電
話
で
ご
相
談
く
だ
さ

い
。　

●
受
付
会
場
＝
市
内
こ
ど

も
プ
ラ
ザ
４
館
（
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
、

小
宮
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
、
南
郷
こ
ど

も
プ
ラ
ザ
、
波
田
こ
ど
も
プ
ラ

ザ
）　

●
申
請
用
紙
＝
市
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
各
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
備
え

付
け
の
用
紙
に
ご
記
入
く
だ
さ

い
。　
持

印
鑑
、
保
険
証
、
母
子

手
帳　

他

平
成
30
年
度
中
に
休

日
保
育
、
病
後
児
保
育
の
登
録
を

さ
れ
た
方
で
も
平
成
31
年
度
に
改

め
て
登
録
申
請
が
必
要
と
な
り
ま

す
。　
問

こ
ど
も
プ
ラ
ザ
（
筑
摩

１－

13－

22　

☎
29－

３
４
０
０
）、

小
宮
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
（
島
内
１
５

５－

２　

☎
47－

８
３
１
０
）、
南

郷
こ
ど
も
プ
ラ
ザ
（
横
田
３－

23－

１　

☎
32－

６
３
１
５
）、
波
田
こ

ど
も
プ
ラ
ザ
（
波
田
６
８
６
１　

☎
91－

３
１
１
３
）

「
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
養
成
講
座
」

市
民
公
開
講
座

　

認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
と
は
、

「
何
か
」
を
特
別
に
や
る
人
の
こ

と
で
は
な
く
、
認
知
症
に
つ
い
て

の
知
識
や
理
解
を
深
め
た
「
応
援

者
」
で
す
。
優
し
さ
を
持
っ
た
声

が
け
や
見
守
り
、
関
係
機
関
へ
の

連
絡
を
行
い
ま
す
。
個
人
で
受
講

を
希
望
す
る
方
を
対
象
に
、
市
民

公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
受
講

者
に
は
、
認
知
症
サ
ポ
ー
タ
ー
の

証
で
あ
る
『
オ
レ
ン
ジ
リ
ン
グ
』

を
進
呈
し
ま
す
。

日

２
月
23
日
㈯　

午
後
１
時
30

分
〜
３
時　

場

介
護
老
人
保
健

施
設
ハ
ー
モ
ニ
ー　

コ
ミ
ュ
ニ
テ

ィ
ル
ー
ム
（
島
内
４
０
６
４－

2
）　

※
駐
車
場
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の

で
、
で
き
る
だ
け
乗
合
い
で
お
願

い
し
ま
す
。　
内

認
知
症
の
理
解

や
接
す
る
時
の
心
構
え
、
認
知
症

予
防
体
操　

定

50
人　

￥

無
料　

申

不
要　

問

高
齢
福
祉
課　

中

央
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー

（ 

本
北
１ 　

☎
34－

３
２
３
７　
ｆ

34－

３
０
２
６
）

【
健
康
産
業
・
企
業
立
地
課
か
ら
の
お
知
ら
せ
】

在
宅
医
療・介
護
の
困
っ
た
を
解
決
す
る

ア
イ
デ
ア・製
品
を
試
し
て
く
だ
さ
い

　

昨
年
12
月
に
「
楽
し
く
食
べ

る
」
を
テ
ー
マ
に
市
民
の
皆
さ
ん

の
ア
イ
デ
ア
を
形
に
し
て
も
ら
い

ま
し
た
。
今
回
、
そ
の
ア
イ
デ
ア

を
試
作
し
た
も
の
（
ス
プ
ー
ン
、

エ
プ
ロ
ン
等
）
を
市
民
の
皆
さ
ん

に
試
し
て
も
ら
い
、
使
い
勝
手
や

デ
ザ
イ
ン
に
改
良
ア
イ
デ
ア
を
出

す
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
を
行
い
ま
す
。

患
者
さ
ん
や
そ
の
家
族
が
使
い
や

す
く
、
カ
ッ
コ
い
い
松
本
発
の
製

品
を
一
緒
に
創
り
ま
し
ょ
う
。

対

小
学
校
高
学
年
以
上　

※
今

回
か
ら
の
参
加
可
能　

日

３
月

２
日
㈯　

午
後
２
時
〜
４
時
30
分　

場

イ
オ
ン
モ
ー
ル
松
本　

風
庭

２
階
イ
オ
ン
ホ
ー
ル　

問

信
州

メ
デ
ィ
カ
ル
産
業
振
興
会
事
務
局

（
信
州
大
学
Ｕ
Ｒ
Ａ
室
内　

☎
37－

３
４
２
１　
ｆ
37－

３
４
２
５
）

－第
18
回
信
州
梓
川
賞
展

　

梓
川
流
域
の
風
景
・
文
化
・
行

美
術
館

事
な
ど
を
題
材
に
し
た
絵
画
の
公

募
展
「
第
18
回
信
州
梓
川
賞
展
」

の
入
賞
・
入
選
作
品
を
展
示
し
ま

す
。

日

２
月
11
日
㈷
〜
３
月
10
日
㈰

午
前
９
時
〜
午
後
５
時
（
初
日
は

式
典
の
た
め
一
般
開
場
は
正
午
か

ら
）　
場

梓
川
ア
カ
デ
ミ
ア
館
第

１
ギ
ャ
ラ
リ
ー
（
一
般
の
部
）、

第
２
ギ
ャ
ラ
リ
ー（
小
中
学
生
の

部
）　

￥

無
料　

問

ア
カ
デ
ミ

ア
館
（
☎
78－

５
０
０
０
）

ア
カ
デ
ミ
ア
館
ギ
ャ
ラ
リ
ー
等

展
覧
会
情
報

【
浪
漫
の
詩
の
会
「
弟
子
た
ち
が

�

贈
る
朗
読
コ
ン
サ
ー
ト
15
」】

日

２
月
３
日
㈰
午
後
２
時
〜
３

時
30
分　
問

松
井
淳
子
さ
ん（
☎

０
９
０－

２
２
２
２－

９
２
６
５
）

３
月
前
半
の
子
育
て
パ
パ
・
マ
マ
の

美
術
鑑
賞
日

　

美
術
館
で
、
ゆ
っ
た
り
と
過
ご

し
て
み
ま
せ
ん
か
。
保
育
士
が
、

お
子
さ
ん
を
お
預
か
り
し
ま
す
。

対

生
後
６
カ
月
〜
未
就
学
児　

日

３
月
７
日
㈭
午
前
９
時
30
分

〜
午
後
０
時
30
分
、
午
後
１
時
〜

４
時　

場

美
術
館　

￥

当
日
観

覧
券
１
枚
で
お
子
さ
ん
１
人
無
料
。

当
日
券
以
外
の
観
覧
券
（
招
待
・

優
待
券
）
お
よ
び
割
引
利
用
の
場

合
、
お
子
さ
ん
１
人
１
０
０
円　

申
・
問

３
月
５
日
㈫
ま
で
に
美

術
館
（
☎
39－

７
４
０
０　
ｆ
39－

３
４
０
０
）
へ

美術館ギャラリー等展覧会情報
　詳しくは、各問い合わせ先へご確認ください。※入場無料

事業名等 会期 問い合わせ
第68回写真県展・第17回中信地区選抜写真展 2 月 8 日㈮～11日㈷ 小笠原 ☎78－3113
松本第一高等学校美術工芸コース 生徒作品展 2 月 8 日㈮～11日㈷ 松本第一高等学校 ☎46－0555
マルカレあと．（油絵・ジュエリー） 2 月13日㈬～20日㈬※18日休館 若林 ☎080－5140－5075
第13回建築祭 ひと、まち、建築
見つめようくらしの場2019 2 月16日㈯～17日㈰ JIA長野県クラブ

☎026－232－3897
エクセラン高等学校美術科
卒業制作展・美術科展 2 月20日㈬～24日㈰ エクセラン高等学校

☎32－3701
エクセラン高等学校生活文化コース
学習成果展示会 2 月22日㈮～24日㈰ エクセラン高等学校

☎32－3701
第30回記念松本かな美の書展 3 月 1 日㈮～ 3 日㈰ 真峰 ☎32－0269

美
術
館

健
康
・
福
祉
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せ

募
集

催
し

美
術
館

ス
ポ
ー
ツ

健
康
・
福
祉

博
物
館

博物館　イベント情報

【市民学芸員養成講座成果発表展示
� 「松本の七夕人形（仮）」】
　博物館で主催する市民学芸員養成講座の受
講者の皆さんが、夏に調査した成果を発表し
ます。松本の七夕人形について、その歴史や
現状を、体験コーナーも交えながら紹介しま
す。
日　 ２月２4日㈰～ ３月２4日㈰
場　松本市立博物館　 ２階特別展室
￥　通常観覧料（大人２00円、小中学生100円）

【松本藩領ミュージアム講演会】
　松本藩領の視点から、市域を超えた松本地
域の歴史と文化について、意外と知られてい
ない貞

じょう

享
きょう

騒動の実像と、騒動にまつわる伝
説がどう生まれ、伝わってきたかを学びます。
日　 ２月16日㈯午後 1時３0分～ ３時
場　市立博物館　 ２階講堂　定　50人
￥　通常観覧料（大人２00円、小中学生100円）
講　�逸見大悟氏／安曇野市教育委員会教育部文
化課、赤羽裕幸／松本市立博物館学芸員ほか

申　 ２月 5日㈫から市立博物館へ

市立博物館　☎ 32-0133 ｆ32-8974

【体験講座「押絵でつくるおひなさま」】
　松本でたくさん作られていた押絵の技法で
作るおひなさまです。
対　小学校低学年以下は保護者同伴
日　 ２月２4日㈰午後 1時３0分～ 4時３0分
場　下金井公民館
定　２0人（ ２月 5日㈫午前 ９時から受け付け）�
￥　1,２00円（材料費）
講　三村隆彦氏／松本押絵研究会
持　�鉛筆、消しゴム、赤と黒のボールペン、　
はさみ、マチ針 4～ 5本、お手拭きまたは
ウェットティッシュ、あればピンセット

松本民芸館　☎・ｆ33-1569

【速報展「発掘された松本２０１８」】
　２018年に実施した発掘調査の成果をいち早
く紹介します。
日　 ２ 月16日㈯～ ３月 ３日㈰
場　時計博物館　 ３階企画展示室
￥　通常観覧料（大人３00円、小中学生150円）

考古博物館　☎ 86-4710 ｆ86-9189

【第１74回サロンあがたの森】
　テーマは、「変わる松本の伝統行事」です。
時代とともに変化してきた松本市街地の冬の
行事を中心に話します。
日　 ２ 月16日㈯午後 1時３0分～ ３時３0分
場　あがたの森文化会館　本館 1 － 5
￥　２00円　講　横沢徳人氏／知新堂会長

旧制高等学校記念館  ☎ 35-6226   ｆ33-9986

【松本てまり体験講座】
　 1号程度の大きさの「松本てまり」を作ります。
対　大人
日　 ２月２4日㈰午前 ９時３0分～午後 ３時
場　歴史の里　展示・休憩棟　定　10人
￥　1,000円　講　鈴木智恵子氏
持　昼食、裁縫道具（まち針・糸切りばさみ）
申　 ２月5日㈫午前 ９時から電話で歴史の里へ

歴史の里　　☎47-4515 ｆ48-0813

松本の春、見つけた！2019
　松本では、月遅れの 4月３日にひな祭りを祝う
風習があります。市立博物館・はかり資料館・馬
場家住宅で、松本のひな祭りを紹介します。

【町屋で楽しむ雛祭り】
場　はかり資料館　第 1展示室
￥　通常料金（大人２00円、中学生以下無料）
問　はかり資料館（☎・ｆ３6－11９1）

【月遅れのひな祭り展】
場　市立博物館 1階
￥　通常観覧料（大人２00円、小中学生100円）
問　市立博物館

【古民家で楽しむひな祭り　～押絵雛展～】
￥　通常観覧料（大人３00円、中学生以下無料）
場・問　馬場家住宅（☎・ｆ85－50７0）

博
物
館

日　 ３ 月 1 日㈮～ 4月 ７日㈰
　　（はかり資料館・馬場家住宅は月曜日休館）
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●専門相談　※専門の相談員が対応します。弁護士相談は松本市民が対象で、初回優先です。
相談は無料です。お問い合わせは、各会場または申込先へ。

●その他の相談　※日時の記載がない場合は、月～金の午前 8時 30分～午後 5時 15分です。

2019 年 3 月の相談日

分野 相談名 日時 会場 申し込み

法律・相続・
離婚・契約 他

弁護士相談（15分）
1３日㈬午後 1時～ 5時

市民相談室
３月 1日㈮午前 ９時から☎３２－0001（先着14人）

２0日㈬午後 1時～ ３時 ３月 1日㈮午前 ９時から☎３２－0001（先着 ７人）
２７日㈬午後 1時～ 5時 ３月 1日㈮午前 ９時から☎３２－0001（先着14人）

女性のための弁護士相談 1２日㈫午後 1時３0分～ ３時３0分２5日㈪ 女性センターパレア松本 ３月 5日㈫午前 ９時から☎３９－1105（各日先着 4人）

司法書士法律相談（30分）1９日㈫午前10時～午後 ３時

市民相談室

３月18日㈪までに☎３２－0001（先着16人）
税金 税理士税務相談（30分） 1３日㈬午前10時～正午 ３月1２日㈫までに☎３２－0001（先着 4人）
手続き・
書類作成 行政書士相談 1２日㈫午後 1時～ ３時 ３月 8日㈮までに長野県行政書士会松本支部☎３３－７166

特許・発明・
知的財産権 知的財産権相談 ２２日㈮午後 1時～ 4時 ３月２0日㈬までに長野県発明協会☎0２6－２２8－555９

障害年金 社会保険労務士障害年金
相談（30分） 15日㈮午後 1時～ ３時 ３月1２日㈫までに長野県社会保険労務士会中信支部

☎8７－8066
住宅・設計 住宅（設計）相談 ２0日㈬午後 1時～ ３時 ３月15日㈮までに長野県建築士事務所協会☎３5－３３0２
土地・建物の
登記 土地家屋調査士相談 8 日㈮午後 1時～ ３時 ３月 6日㈬までに長野県土地家屋調査士会松本支部

☎３6－15９0
不動産評価 不動産評価等相談 15日㈮午前10時～正午 ３月1３日㈬までに長野県不動産鑑定士協会☎0２6－２２5－5２２8
遺言・公正証書 公証相談 14日㈭午後 1時～ ３時

予約不要市・県・国への
苦情 行政相談 ２２日㈮午前10時～正午

※行政相談は、四賀・安曇・奈川・梓川・波田の各支所でも行っています。日程は、各支所へお問い合わせください。

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ

外国人

ポ
ぽ

ル
る

ト
と

ガ
が

ル
る

語
ご

相
そう

談
だん

Consulta em　
português

月
げつ

～金
きん

　午
ご

前
ぜん

９ 時
じ

３0分
ふん

～午
ご

後
ご

３ 時
じ

３0分
ふん

市
し

民
みん

相
そう

談
だん

課
か

☎３３－0001
Segunda�à�Sexta－feira　Das�９:３0�às�15:３0h�
Departamento�de�Consulta�aos�Cidadãos

外
がい

国
こく

人
じん

なんでも相
そう

談
だん ※第

だい

２・第
だい

4水
すい

除
のぞ

く　午
ご

前
ぜん

９時
じ

～午
ご

後
ご

10時
じ

（受
うけ

付
つけ

は、
午
ご

後
ご

９ 時
じ

まで）土
ど

、日
にち

、祝
しゅく

は午
ご

前
ぜん

９ 時
じ

～午
ご

後
ご

5 時
じ

多
た

文
ぶん

化
か

共
きょう

生
せい

プ
ぷ

ラ
ら

ザ
ざ

（Ｍウ
う

イ
い

ン
ん

グ
ぐ

内
ない

）☎３９－1106

行
ぎょう

政
せい

書
しょ

士
し

相
そう

談
だん

（在
ざい

留
りゅう

資
し

格
かく

等
とう

）

毎
まい
月
つき
第
だい
２ 木
もく
曜
よう
日
び
　午

ご
後
ご
1 時
じ
～ 4 時

じ

Mウ
う
イ
い
ン
ん
グ
ぐ
３ 階
かい

長
なが
野
の
県
けん
行
ぎょう
政
せい
書
しょ
士
し
会
かい
松
まつ
本
もと
支
し
部
ぶ
☎３３－７166

心と体の
健康

健康相談

健康づくり課☎３4－３２1７
月～金　午前 ９時～正午、午後 1時～ 5時
各保健センター
［中央☎３９－111９、南部☎２７－３455、
 西部☎９２－8001、北部☎３8－７6７７］

自殺予防専用相談 月～金　午前 ９時～午後 5時15分
いのちのきずな松本☎３4－３600

職業・労働

職業・労働相談 勤労者福祉センター☎３5－6２86

生活・労働相談 ユニオンサポートセンター☎３９－00２1
16日㈯午前10時～正午は、弁護士相談

ヤングキャリア
メンター 青少年ホーム☎２6－108３　※要予約

若者職業なんでも
相談

２ 日㈯午前10時～午後 ２時、２5日㈪午後 1時～
5時、労政課☎３5－6２86　※要予約

勤労者心の健康
相談

７ 日㈭午前 8時３0分～正午、4日㈪・11日㈪・1２
日㈫・２２日㈮午後 1時～ 5時
労政課☎３5－6２86　※要予約

家庭・こども
・育児

ひとり親相談・
児童相談 こども福祉課☎３３－4７6７

子どもの権利相談 月～土　午後 1時～ 6時（金のみ～ 8時）、ここ
ろの鈴（子どもの権利相談室）☎01２0－２00－1９5

発達相談 あるぷキッズ支援室（なんぷくプラザ内）
☎２4－1２３5

子育て相談

家庭児童相談室（こども福祉課内）☎３３－4７6７、
子ども子育て安心ルーム
（こどもプラザ（筑摩）内）☎２９－３400
（南郷こどもプラザ内）☎３２－6３15
（小宮こどもプラザ内）☎4７－8３10

青少年相談 こども育成課☎３4－３２９1

まちかど保健室
水　午前10時～午後 5時
金　午前10時～午後 4時
あがたの森文化会館青少年の居場所☎３4－３２９1

子どもの支援・
相談スペース

水・金　午後 1時～ 6時　はぐルッポ
（子どもの支援・相談スペース）☎３1－３３７３

分野 相談名 日時・会場・問い合わせ

生き方・心

女性相談 こども福祉課☎３３－4７6７

男性相談
こども福祉課☎３３－4７6７
電話相談　第 ２・３・4火　午後 5時～ 8時
パレア松本（Mウイング内）☎３７－158７

心と生き方の相談

電話相談
火、金、第 1・３水　午前 ９時～正午
パレア松本（Mウイング内）☎３９－1105
面談相談　※要予約
日時は問い合わせください。
パレア松本（Mウイング内）☎３９－1105

成年後見

成年後見制度に
関する相談

成年後見支援センターかけはし
梓川支所 ２階☎88－66９９

弁護士・司法書士
による専門相談

火　午後 1時～ 4時　※要予約　
成年後見支援センターかけはし　
梓川支所 ２階☎88－66９９

福祉・介護・
ボランティア

介護相談

介護110番☎３９－1165
各地域包括支援センター
［北部☎8７－0２３1、東部☎３6－３７0３、
 中央☎３4－３２３７、中央北☎３4－8511、
 中央南☎55－３３２0、中央西☎３8－３３10、
 南東部☎85－７３51、南部☎２７－51３8、
 南西部☎50－７858、河西部☎48－6３61、
 河西部西☎4７－0２９4、西部☎8７－15７２］

認知症思いやり
相談

２２日㈮午後 1時３0分～ 4時３0分、高齢福祉課相
談室
※予約は15日㈮までに高齢福祉課☎３4－３２３７

障害福祉相談
ぴあねっと・まつもと（総合社会福祉センター
内）☎２７－７２11
Wish（なんぷくプラザ内）☎２6－1３1３

生活困窮・就労相談 松本市生活就労支援センター「まいさぽ松本」
（市民相談課内）☎３4－３041

弁護士による
福祉法律相談

11日㈪午後 1時～ ３時
総合社会福祉センター 1階相談室
※予約は 1日㈮から市社会福祉協議会
☎２７－３３81（先着 8人）

その他

一般相談（生活
全般） 市民相談室☎３２－0001

人権相談 長野地方法務局松本支局☎３２－２5７1

消費生活相談 月～金　午前 8時３0分～午後 5時
松本市消費生活センター☎３6－88３２

市民活動・プラ
チナ世代の相談 市民活動サポートセンター☎88－２９88

結婚相談
四賀地区地域づくりセンター☎64－３111
出張結婚相談　第 ２・4土　午前10時～午後 4時
市民活動サポートセンター　会議室

交通事故相談 交通事故相談所（松本合同庁舎内）☎40－1９4９

２ 月の相談日は
『広報まつもと』
１ 月号に掲載し
ています。
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生きがいの仕組みづくり

成人式を迎えて

　松本市では、「健康寿命延伸都市・松本」を基本理念とした
「生きがいの仕組みづくり」を進めています。
　表紙で取り上げた、松本市成人式。松本市では、新成人によ
る実行委員会が中心となって企画します。実行委員長の伊藤さ
んと、式で新成人の抱負を述べた倉石さん。生きがいや夢を持
って大人への階段を上りだした二人にお話を伺いました。

平成31年松本市成人式実行委員の皆さん

貴重な経験を糧に
実行委員

倉石　東
はる

那
な

 さん

（津田塾大学在学。 
松本秀峰中等教育学校卒業）

みんなで作る喜び
実行委員長

伊藤　美
み

優
ゆう

 さん

（信州大学在学。菅野中学校卒業）

成人を迎えて、将来の夢は
　政治関連の事柄に関心があります。将来は、
ＮＧＯなどを視野に、世界の人々が笑顔になる
ような、世界平和につながる仕事に携わること
ができたらと思っています。

実行委員長として式の運営に携わって
　実行委員のみんなに助けてもらいながら、み
んなで作ってきました。特に、新成人への記念
品は、みんなで話し合いながら一から決めまし
た。その過程で、「私たちがこの式を作ってい
るんだ」という自覚と責任を感じることができ、
とても貴重な経験になりました。

将来の夢は
　大学では、国際政治を中心に学んでいます。
さまざまな情報や出会いの中で、将来は、国際問
題の解決に直結するような、国際情勢の分析や情
報収集に関する仕事ができたらと考えています。

式で新成人の抱負を述べることについて
　たくさんの新成人の前に立ち、夢を語ること
で、自分の考えを整理したいという気持ちがあ
りました。こんな経験はなかなかできないこ
とだと思い、立候補しました。
　約二千人の前で抱負を述べるこ
とで、一人の成人として身が引き
締まる思いがしました。

　市公式ツイッターに加え、新たに
2つのソーシャル・ネットワーキン
グ・サービス（ＳＮＳ）で市政情報の
配信を始めました。詳しくは、市ホ
ームページをご覧ください。

【フェイスブック】

http://www.city.matsumoto.nagano.jp/

【ツイッター】 【インスタグラム】
市公式ＳＮＳご覧ください★

『広報まつもと』1月号クイズ＆アンケートの答えは、 まえ ご でした。たくさんのご応募ありがとうございました。
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